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　３月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

3月定例会会期日程（予定）

※変更になる場合も
　あります。

日にち
２月２５日
３月１０日
１１日
１２日
１３日
１６日
１７日
１８日
１９日
２４日

水
火
水
木
金
月
火
水
木
火

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 開始時間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　今号に掲載している 「議会カフェ」の記事はご覧
いただけましたでしょうか。
　医療や交通、若者のことなど、暮らしの中で感じ
ていることが率直に語られました。その中には、日
頃から各議員が抱いている課題感と重なるものも多
くありましたし、改めて、市民の皆さんが強い問題
意識を持っているのだと感じさせられるご意見もあり
ました。
　そうした声のいくつかは、12月定例会の一般質問
でも話題にのぼっています。
　議会は、まちの中で交わされた声と向き合いなが
ら、考え続けていく場所です。皆さんのお声をぜひ
とも議会へお聞かせください。

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年10月27日からの６日間、93名の市民の皆さまにご参加いただき、「議会カフェ」を開催しました。
「10年後の下呂市」を基本的な発想に 「医療・安心」「交通・アクセス」「魅力・コミュニティ」「若者・定住」
などの課題に対し、活発な意見交換が行われました。参加された方と共有したこの未来への展望は、下呂
市の明日を切り拓くための原動力です。託された貴重なご意見やアイデアを今後の議会活動や政策提言に
つなげていきます。

【市民と議員が語り合う「議会カフェ」を実施！】
表
紙
の
写
真

TOPICS
●議会カフェ実施レポート
●12月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●１２月定例会一般質問（内容紹介）
●よりわかりやすい一般質問を目指して・市長へ提言書を提出
●総務産業建設常任委員会 管内視察報告・３月定例会日程

総
務
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業
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設
常
任
委
員
会

管
内
視
察
報
告

《
南
ひ
だ
森
林
組
合
》

　
11
月
14
日
、
南
ひ
だ
森
林
組
合
を
視
察

し
、
市
内
に
お
け
る
林
業
の
現
状
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
域
の
92
％
が
森
林
で
あ
る
本
市
に
お

い
て
、
林
業
に
従
事
す
る
方
は
市
内
全
体

で
約
80
名 

（
う
ち
同
組
合
54
名
）
と
、
厳

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
、
組
合
で
は
企
業
説

明
会
や
高
校
へ
の
求
人
活
動
、
県
立
森
林

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
に
加
え
、「
採
用
後
に
林
業

専
門
学
校
で
学
べ
る
機
会
」
を
設
け
る
な

ど
、
若
者
が
挑
戦
し
や
す
い
独
自
の
雇
用

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
に
は
組
合
が
事
務
局

を
務
め
る 

「
下
呂
市
森
林
整
備
協
会
」
が

設
立
さ
れ
、個
別
の
事
業
体
だ
け
で
な
く
、

業
界
全
体
が 

「
協
働
」
し
て
森
林
整
備
や

雇
用
促
進 

・
担
い
手
育
成
に
取
り
組
む
体

制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

《
西
村
水
力
発
電
所
》

　
12
月
１
日
、
中
部
電
力
㈱
が
馬
瀬
下
山

地
区
に
て
建
設
を
進
め
る 

「
西
村
水
力
発

電
所
」
の
視
察
を
行
い
、
建
設
の
背
景
と

水
資
源
の
有
効
活
用
等
に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

　
従
来
の
発
電
施
設 

（
西
村
ダ
ム
か
ら
瀬

戸
第
二
水
力
発
電
所
へ
の
既
設
導
水
路
）

で
は
、
飛
騨
川
の
増
水
時
に
そ
の
余
剰
分

を
発
電
に
利
用
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
こ
の
余
剰
分
を
有
効
活
用
し
、
可
能

な
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
た
め
、
新

た
な
発
電
所
の
建
設
が
計
画
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
能
力
に

合
わ
せ
た
規
模
設
定
と
し
、
既
存
の 

「
配

電
線
」
で
送
電
可
能
な
電
力
量
に
合
わ
せ

た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
大
出
力

1
9
3
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト 

（
約
3
2
0
0
世

帯
の
電
力
使
用
量
に
相
当
す
る
量
）
で
あ

り
、
令
和
９
年
度
中
の
運
用
開
始
見
込
み

で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深

め
、
今
あ
る
イ
ン
フ
ラ
を
賢
く
使
う
設
計

思
想
は
、
今
後
の
公
共
事
業
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
参
考

と
な
る
先
進
事
例
で
し
た
。

瀬戸第二水力発電所の既設導水路

西村水力発電所に導水

落差30mの立坑



●限られた医療資源（人材・設備）を有効活用
●移動支援や介護など、福祉サービスの質を向上
●将来の医療を担う子どもたちの育成を支援
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「市民の皆さまの意見を直接伺う機会を作る」

参加者の内訳

その他の声：多様な視点・独自のアイデアも

議会カフェ実施レポート
～ みんなの声が、まちを動かす一歩に ～

令和7年10月27日（月）～11月1日（土）　計6日

詳細は
下呂市HPを
ご覧ください

参加者の声と評価

議会カフェの流れ

全域で熱く語られた「4大テーマ」

　議員が皆さまの 「生の声」を直接受け止める。そんな対話の場として開催された今回の議会カフェ。発想とす
る題目は 「10年後の下呂市」です。少人数グループに分かれ、地域の未来に向けた切実な課題からワクワクする
将来の夢まで、本音の言葉が飛び交いました。

皆さまの声を、一過性のイベントで終わらせないために。アンケートでは議会への期待が寄せられました。
対話の継続 「議会カフェのような対話の場をもっと頻繁に開催してほしい」という声が多数ありました。
政策への反映 今回出された意見を市政に活かし、具体的な実現につなげることを強く期待されています。
議員への期待 市民と行政の「橋渡し役」となり、地域の生の声を届けてほしいとの要望がありました。

図書館の交流拠点化 ／ ゴミ出しルール周知 ／ 地域学の必修化 ／ 獣害対策 ／ 商店街の再生 ／ トンネル開通要望 など

●地域別参加者●年代別参加者●参加者総数

●グループ数

①想い・アイデアの共有
地域の課題を書き出し、話し合うテーマ
を決定しました。

②解決策の検討
10年後の理想の未来に向けて、具体的
な解決策を考えました。

③まとめ発表
グループごとに議論の結果をまとめ、市民と
行政が担うべき役割を発表しました。

医療・安心 交通・アクセス

現状の課題

若者・定住 魅力・コミュニティ

●医療体制・医療水準への懸念
●高齢者の通院手段や、障がい者の
　生活環境への不安
●地域医療を支える人材不安

解決へのアイデア

今回の議会カフェでは、多くの市民の皆さまから建設的なご意見をいただきました。 個々のご意
見をすべて即座に施策へ反映させるには課題もありますが、皆さまから寄せられた「下呂市を
良くしたい」という熱意は、私たち議員一同、確実に受け止めました。
今後もこうした対話の場を大切にしながら皆さまの声を一つでも多く市政にお届けしていきます。

私たちにできること

「熱意」 を 「カタチ」 へ

市議会による出前ヒアリング
（座談会）

下呂市議会への意見・提案箱

議員が地域に出向き、膝を交えて語り合います。
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声を
お寄せください
私たちにお声を
お寄せください

議会への要望

参加した議員の声

参加者から意見があった未来へのアクション

●地域の祭りや行事に積極的に参加・協力する
●地元を楽しみ、SNSなどを通じて下呂の魅力を発信する
●地域を守り、近所での声かけや助け合いを大切にする
●地域の空き家情報などを市と共有する

市・議会に働きかけたいこと

参加者の満足度

が「満足・やや満足」

●地域医療の強化（医療資源の有効活用、出産環境の整備）
●デマンド交通の充実、下呂駅前の環境整備、路面整備等の交通インフラ強化
●企業誘致・起業を支援する具体的な制度の創設
●移住者向けの空き家を有効活用するための助成や情報提供

「率直な思いや地域の課題を直接聞くことができ、
大変貴重な機会だった」

「普段できない話ができたり、議員とフレン
ドリーに話せる貴重な機会だった」

「市民が『何を求めているか』が肌でわかった。
この熱量を政策につなげたい」

「多様な職種・年代の方と話せてよかった。
今後も継続すべき取り組みだ」

86%
議員アンケート

「今後も継続すべき」

対話の重要性を再認識

●対話の機会 70代男性

「出た意見を単発で終わらせず、しっかりと
市政に活かしてほしい」

●政策への反映を期待 30代女性
「時間が短くて深く話ができなかった。次回
はもっと議論を深掘りしたい。」
「20代～50代の、もっと若い世代の参加が
増えると良い」

●内容への要望 60代男性

「自分一人では気づかない視点や、さまざま
な考えを聞けて勉強になった。新鮮だった。」
「下呂市を愛する気持ちや、良くして行きた
い気持ちを共有できて感動した」

●学びと発見 40代女性

全会場で活発な意見交換 アイデアを模造紙に集約 笑顔あふれる発表タイム

72%
31

26

17

23

■満足　■やや満足
■どちらとも言えない
■やや不満　■不満

下呂

全域（下呂）

小坂
金山

萩原

馬瀬

20代

7

30代

10

40代

6

50代

29

60代

26

25

16

11

6 7

28
70代
以上

1

※年代別参加者数はアン
　ケート回答者79名の
　データに基づきます。

※参加者数の満足度はアンケート回答者79名のデータに基づきます。

93名
21グループ

誰もが健やかに、心穏やかに暮らせるまちへ 人と地域をつなぎ、暮らしと経済を活性化させる

まちの宝を再発見し、世代を超えてつながる活気を若者が戻り、新しい世代が根づく魅力的な選択肢を

●企業誘致と地元での起業を支援
●空き家リフォーム支援と専門相談員を配置
●休日保育の開設など、子育て支援の拡充と郷土愛を育む教育を推進

現状の課題
●多様な仕事が少なく、若者の市外流出が止まらない
●移住者向けの住宅や情報が足りない
●子育て世代への支援がもっと必要

解決へのアイデア

●デマンドバスの運行エリア拡大
●濃飛横断自動車道（下呂・中津川間）の
　早期実現
●下呂駅前の環境整備

現状の課題
●高齢者や学生の移動手段となる公共交通が足りない
●高速道路がなく、市外へのアクセスが不便
●下呂駅周辺の暗さ・バス停の不便さ

解決へのアイデア

●地域の祭事の復活や、多世代が集える交流の場を増やす
●自然を活かしたツアーの企画やSNS等を活用し、国内外へ市の魅
力をPR
●点在する公園・観光施設を再整備（ブラッシュアップ）

現状の課題
●祭りの担い手不足や、住民交流の機会が減少
●地元住民がまちの魅力を活かせていない
●豊かな自然や温泉といった観光資源をPRしきれていない

解決へのアイデア

●限られた医療資源（人材・設備）を有効活用
●移動支援や介護など、福祉サービスの質を向上
●将来の医療を担う子どもたちの育成を支援
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市・議会に働きかけたいこと

参加者の満足度

が「満足・やや満足」

●地域医療の強化（医療資源の有効活用、出産環境の整備）
●デマンド交通の充実、下呂駅前の環境整備、路面整備等の交通インフラ強化
●企業誘致・起業を支援する具体的な制度の創設
●移住者向けの空き家を有効活用するための助成や情報提供

「率直な思いや地域の課題を直接聞くことができ、
大変貴重な機会だった」

「普段できない話ができたり、議員とフレン
ドリーに話せる貴重な機会だった」

「市民が『何を求めているか』が肌でわかった。
この熱量を政策につなげたい」

「多様な職種・年代の方と話せてよかった。
今後も継続すべき取り組みだ」

86%
議員アンケート

「今後も継続すべき」

対話の重要性を再認識

●対話の機会 70代男性

「出た意見を単発で終わらせず、しっかりと
市政に活かしてほしい」

●政策への反映を期待 30代女性
「時間が短くて深く話ができなかった。次回
はもっと議論を深掘りしたい。」
「20代～50代の、もっと若い世代の参加が
増えると良い」

●内容への要望 60代男性

「自分一人では気づかない視点や、さまざま
な考えを聞けて勉強になった。新鮮だった。」
「下呂市を愛する気持ちや、良くして行きた
い気持ちを共有できて感動した」

●学びと発見 40代女性

全会場で活発な意見交換 アイデアを模造紙に集約 笑顔あふれる発表タイム
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1

※年代別参加者数はアン
　ケート回答者79名の
　データに基づきます。

※参加者数の満足度はアンケート回答者79名のデータに基づきます。

93名
21グループ

誰もが健やかに、心穏やかに暮らせるまちへ 人と地域をつなぎ、暮らしと経済を活性化させる

まちの宝を再発見し、世代を超えてつながる活気を若者が戻り、新しい世代が根づく魅力的な選択肢を

●企業誘致と地元での起業を支援
●空き家リフォーム支援と専門相談員を配置
●休日保育の開設など、子育て支援の拡充と郷土愛を育む教育を推進

現状の課題
●多様な仕事が少なく、若者の市外流出が止まらない
●移住者向けの住宅や情報が足りない
●子育て世代への支援がもっと必要

解決へのアイデア

●デマンドバスの運行エリア拡大
●濃飛横断自動車道（下呂・中津川間）の
　早期実現
●下呂駅前の環境整備

現状の課題
●高齢者や学生の移動手段となる公共交通が足りない
●高速道路がなく、市外へのアクセスが不便
●下呂駅周辺の暗さ・バス停の不便さ

解決へのアイデア

●地域の祭事の復活や、多世代が集える交流の場を増やす
●自然を活かしたツアーの企画やSNS等を活用し、国内外へ市の魅
力をPR
●点在する公園・観光施設を再整備（ブラッシュアップ）

現状の課題
●祭りの担い手不足や、住民交流の機会が減少
●地元住民がまちの魅力を活かせていない
●豊かな自然や温泉といった観光資源をPRしきれていない

解決へのアイデア



●限られた医療資源（人材・設備）を有効活用
●移動支援や介護など、福祉サービスの質を向上
●将来の医療を担う子どもたちの育成を支援

３　　下呂市議会だより 2026.２ No.87
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「市民の皆さまの意見を直接伺う機会を作る」

参加者の内訳

その他の声：多様な視点・独自のアイデアも

議会カフェ実施レポート
～ みんなの声が、まちを動かす一歩に ～

令和7年10月27日（月）～11月1日（土）　計6日

詳細は
下呂市HPを
ご覧ください

参加者の声と評価

議会カフェの流れ

全域で熱く語られた「4大テーマ」

　議員が皆さまの 「生の声」を直接受け止める。そんな対話の場として開催された今回の議会カフェ。発想とす
る題目は 「10年後の下呂市」です。少人数グループに分かれ、地域の未来に向けた切実な課題からワクワクする
将来の夢まで、本音の言葉が飛び交いました。

皆さまの声を、一過性のイベントで終わらせないために。アンケートでは議会への期待が寄せられました。
対話の継続 「議会カフェのような対話の場をもっと頻繁に開催してほしい」という声が多数ありました。
政策への反映 今回出された意見を市政に活かし、具体的な実現につなげることを強く期待されています。
議員への期待 市民と行政の「橋渡し役」となり、地域の生の声を届けてほしいとの要望がありました。

図書館の交流拠点化 ／ ゴミ出しルール周知 ／ 地域学の必修化 ／ 獣害対策 ／ 商店街の再生 ／ トンネル開通要望 など

●地域別参加者●年代別参加者●参加者総数

●グループ数

①想い・アイデアの共有
地域の課題を書き出し、話し合うテーマ
を決定しました。

②解決策の検討
10年後の理想の未来に向けて、具体的
な解決策を考えました。

③まとめ発表
グループごとに議論の結果をまとめ、市民と
行政が担うべき役割を発表しました。

医療・安心 交通・アクセス

現状の課題

若者・定住 魅力・コミュニティ

●医療体制・医療水準への懸念
●高齢者の通院手段や、障がい者の
　生活環境への不安
●地域医療を支える人材不安

解決へのアイデア

今回の議会カフェでは、多くの市民の皆さまから建設的なご意見をいただきました。 個々のご意
見をすべて即座に施策へ反映させるには課題もありますが、皆さまから寄せられた「下呂市を
良くしたい」という熱意は、私たち議員一同、確実に受け止めました。
今後もこうした対話の場を大切にしながら皆さまの声を一つでも多く市政にお届けしていきます。

私たちにできること

「熱意」 を 「カタチ」 へ

市議会による出前ヒアリング
（座談会）

下呂市議会への意見・提案箱

議員が地域に出向き、膝を交えて語り合います。
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声を
お寄せください
私たちにお声を
お寄せください

議会への要望

参加した議員の声

参加者から意見があった未来へのアクション

●地域の祭りや行事に積極的に参加・協力する
●地元を楽しみ、SNSなどを通じて下呂の魅力を発信する
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●祭りの担い手不足や、住民交流の機会が減少
●地元住民がまちの魅力を活かせていない
●豊かな自然や温泉といった観光資源をPRしきれていない

解決へのアイデア
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

12月定例会の報告
　11月28日から12月19日までの22日間において、令和７年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、熊の出没が多発している状況において、市民、来訪者の方々の生命及び安全を第一優先とした緊急安全対策を速やか
に実施するための条例改正および補正予算の専決処分の承認、下呂市功労者等表彰および物価高騰対策に係る補正予算などについ
て同意 ・可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、国への意見書などについ
て可決しました。

専決処分の承認について（下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第９号））
下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて【表彰者７名】
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１０号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第１号）
市道の路線認定について
市道の路線変更について
下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について
岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議について
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
下呂市公告式条例の一部を改正する条例について
下呂市行政組織条例等の一部を改正する条例について
下呂市表彰条例について
下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について
下呂市下呂温泉合掌村条例の一部を改正する条例について
下呂市水道事業給水条例及び下呂市下水道条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市火災予防条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について
下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の指定管理者の指定について
下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について
下呂市デイサービスセンターの指定管理者の指定について
下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
下呂市御嶽山五の池小屋条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部改正に伴う内閣府令の改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１１号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

―

―

承認（全会一致）

同意（全会一致）

予算決算　
常任委員会
（初日）

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

総務産業
建設常任
委員会　

民生教育
まちづくり
常任委員会

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）―

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

外国人観光客のレンタカー利用に関する意見書 可決（全会一致）―

意見書詳細

議案審議の詳細
令和7年12月19日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和7年11月２8日
（定例会初日）

★二次元コードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

12月定例会の議案審議の詳細

令和８年度更新施設と指定管理者一覧

市民の皆さまの財産 ～公の施設～ を
管理する指定管理者を決定

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第12号）
～ 暮らしを守る緊急対策予算を全会一致で可決 ～

　下呂市では令和8年4月時点で、公園やスポーツ施設、こども園など30の施設
を、民間事業者が管理運営する「指定管理施設」として運用を予定しています。施
設の規模や役割は多岐にわたりますが、適切な運営が行われるよう議会で審議い
たしました。令和8年度に更新される施設の指定管理者は下表のとおりです。

　物価高騰の影響を受けている市民生活を支援するための補正予算を議決
しました。11月末の国の方針決定を受け速やかに対応したものです。春先
の生活を支える大切な支援として、確実に皆さまの手元へ届くよう注視し
ていきます。

　 「紙」に一本化した方が市民の皆さまのメリットが大き
いと判断したため。
経費削減による配布額の増
●公平性：スマホを持たない高齢者や子どもも対象となるため、「デ
ジタル」と併せて「紙」の仕組みも必要となり、二重のコストがかか
ります。
●手厚さ：民間のデジタル決済は手数料（最大20％程度）が高額な
場合があります。その手数料分を、皆さまへの還元に充てるため、経
費を抑えられる紙を選択しました。
配布の迅速化
●スピード：デジタル決済システムの構築には3～4ヶ月必要です
が、紙であればより早期の発送が可能です。

指定管理料総額
（債務負担行為限度額）

53,600千円

155,180千円

7,200千円

0円

0円

22,000千円

150,000千円

指定
期間指定管理者

スポーツマックス・
三幸共同事業体

スポーツマックス・
三幸共同事業体

南飛騨馬瀬川
観光協会

株式会社ノイジィー

馬瀬総合観光
株式会社

社会福祉法人
下呂市社会福祉協議会

社会福祉法人
下呂福祉会

条例施設名

対象者 内　　容 見込み方　法

対象者 内　　容 見込み方　法

全市民 1人当たり1万2千円分
商品券 ３月初旬

順次発送低所得者世帯 上記に加え1世帯当たり5千円分

０歳～高校３年生 子ども１人当たり２万円
（児童手当の振込口座へ）

※市内商工会加盟店で使用できる商品券

現金給付 ２月頃

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジ

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター

下呂市金山リバーサイドスタジアム

下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市濁河温泉市営露天風呂

下呂市道の駅馬瀬美輝の里

やすらぎセンター萩

やすらぎセンター四美

小坂デイサービスセンター

上原デイサービスセンター

デイサービスセンターつつじ苑

金山デイサービスセンター

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド

2年

2年

3年

3年

5年

2年

5年

【主な補正予算の内容】
①市民生活への直接支援
●暮らし応援商品券配布事業　376,223千円増額
　（うち国庫補助353,600千円）
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

●物価高対応子育て応援手当支給事業　79,614千円増額（全額国費補助）
《（国）物価高対応子育て応援手当支給事業》

②市内事業者への省エネ支援
●中小企業等省エネ対策設備導入事業
　24,000千円増額（うち国庫補助14,400千円）
　照明設備のLED化に対し、費用の１/２（上限20万円）を補助
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

《議会での主な質疑》
　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。問
答
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

12月定例会の報告
　11月28日から12月19日までの22日間において、令和７年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、熊の出没が多発している状況において、市民、来訪者の方々の生命及び安全を第一優先とした緊急安全対策を速やか
に実施するための条例改正および補正予算の専決処分の承認、下呂市功労者等表彰および物価高騰対策に係る補正予算などについ
て同意 ・可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、国への意見書などについ
て可決しました。

専決処分の承認について（下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第９号））
下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて【表彰者７名】
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１０号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第１号）
市道の路線認定について
市道の路線変更について
下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について
岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議について
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
下呂市公告式条例の一部を改正する条例について
下呂市行政組織条例等の一部を改正する条例について
下呂市表彰条例について
下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について
下呂市下呂温泉合掌村条例の一部を改正する条例について
下呂市水道事業給水条例及び下呂市下水道条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市火災予防条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について
下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の指定管理者の指定について
下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について
下呂市デイサービスセンターの指定管理者の指定について
下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
下呂市御嶽山五の池小屋条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部改正に伴う内閣府令の改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１１号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

―

―

承認（全会一致）

同意（全会一致）

予算決算　
常任委員会
（初日）

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

総務産業
建設常任
委員会　

民生教育
まちづくり
常任委員会

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）―

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

外国人観光客のレンタカー利用に関する意見書 可決（全会一致）―

意見書詳細

議案審議の詳細
令和7年12月19日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和7年11月２8日
（定例会初日）

★二次元コードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

12月定例会の議案審議の詳細

令和８年度更新施設と指定管理者一覧

市民の皆さまの財産 ～公の施設～ を
管理する指定管理者を決定

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第12号）
～ 暮らしを守る緊急対策予算を全会一致で可決 ～

　下呂市では令和8年4月時点で、公園やスポーツ施設、こども園など30の施設
を、民間事業者が管理運営する「指定管理施設」として運用を予定しています。施
設の規模や役割は多岐にわたりますが、適切な運営が行われるよう議会で審議い
たしました。令和8年度に更新される施設の指定管理者は下表のとおりです。

　物価高騰の影響を受けている市民生活を支援するための補正予算を議決
しました。11月末の国の方針決定を受け速やかに対応したものです。春先
の生活を支える大切な支援として、確実に皆さまの手元へ届くよう注視し
ていきます。

　 「紙」に一本化した方が市民の皆さまのメリットが大き
いと判断したため。
経費削減による配布額の増
●公平性：スマホを持たない高齢者や子どもも対象となるため、「デ
ジタル」と併せて「紙」の仕組みも必要となり、二重のコストがかか
ります。
●手厚さ：民間のデジタル決済は手数料（最大20％程度）が高額な
場合があります。その手数料分を、皆さまへの還元に充てるため、経
費を抑えられる紙を選択しました。
配布の迅速化
●スピード：デジタル決済システムの構築には3～4ヶ月必要です
が、紙であればより早期の発送が可能です。

指定管理料総額
（債務負担行為限度額）

53,600千円

155,180千円

7,200千円

0円

0円

22,000千円

150,000千円

指定
期間指定管理者

スポーツマックス・
三幸共同事業体

スポーツマックス・
三幸共同事業体

南飛騨馬瀬川
観光協会

株式会社ノイジィー

馬瀬総合観光
株式会社

社会福祉法人
下呂市社会福祉協議会

社会福祉法人
下呂福祉会

条例施設名

対象者 内　　容 見込み方　法

対象者 内　　容 見込み方　法

全市民 1人当たり1万2千円分
商品券 ３月初旬

順次発送低所得者世帯 上記に加え1世帯当たり5千円分

０歳～高校３年生 子ども１人当たり２万円
（児童手当の振込口座へ）

※市内商工会加盟店で使用できる商品券

現金給付 ２月頃

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジ

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター

下呂市金山リバーサイドスタジアム

下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市濁河温泉市営露天風呂

下呂市道の駅馬瀬美輝の里

やすらぎセンター萩

やすらぎセンター四美

小坂デイサービスセンター

上原デイサービスセンター

デイサービスセンターつつじ苑

金山デイサービスセンター

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド

2年

2年

3年

3年

5年

2年

5年

【主な補正予算の内容】
①市民生活への直接支援
●暮らし応援商品券配布事業　376,223千円増額
　（うち国庫補助353,600千円）
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

●物価高対応子育て応援手当支給事業　79,614千円増額（全額国費補助）
《（国）物価高対応子育て応援手当支給事業》

②市内事業者への省エネ支援
●中小企業等省エネ対策設備導入事業
　24,000千円増額（うち国庫補助14,400千円）
　照明設備のLED化に対し、費用の１/２（上限20万円）を補助
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

《議会での主な質疑》
　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。問
答
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

12月定例会の報告
　11月28日から12月19日までの22日間において、令和７年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、熊の出没が多発している状況において、市民、来訪者の方々の生命及び安全を第一優先とした緊急安全対策を速やか
に実施するための条例改正および補正予算の専決処分の承認、下呂市功労者等表彰および物価高騰対策に係る補正予算などについ
て同意 ・可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、国への意見書などについ
て可決しました。

専決処分の承認について（下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第９号））
下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて【表彰者７名】
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１０号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第１号）
市道の路線認定について
市道の路線変更について
下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について
岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議について
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
下呂市公告式条例の一部を改正する条例について
下呂市行政組織条例等の一部を改正する条例について
下呂市表彰条例について
下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について
下呂市下呂温泉合掌村条例の一部を改正する条例について
下呂市水道事業給水条例及び下呂市下水道条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市火災予防条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について
下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の指定管理者の指定について
下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について
下呂市デイサービスセンターの指定管理者の指定について
下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
下呂市御嶽山五の池小屋条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部改正に伴う内閣府令の改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１１号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

―

―

承認（全会一致）

同意（全会一致）

予算決算　
常任委員会
（初日）

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

総務産業
建設常任
委員会　

民生教育
まちづくり
常任委員会

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）―

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

外国人観光客のレンタカー利用に関する意見書 可決（全会一致）―

意見書詳細

議案審議の詳細
令和7年12月19日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和7年11月２8日
（定例会初日）

★二次元コードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

12月定例会の議案審議の詳細

令和８年度更新施設と指定管理者一覧

市民の皆さまの財産 ～公の施設～ を
管理する指定管理者を決定

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第12号）
～ 暮らしを守る緊急対策予算を全会一致で可決 ～

　下呂市では令和8年4月時点で、公園やスポーツ施設、こども園など30の施設
を、民間事業者が管理運営する「指定管理施設」として運用を予定しています。施
設の規模や役割は多岐にわたりますが、適切な運営が行われるよう議会で審議い
たしました。令和8年度に更新される施設の指定管理者は下表のとおりです。

　物価高騰の影響を受けている市民生活を支援するための補正予算を議決
しました。11月末の国の方針決定を受け速やかに対応したものです。春先
の生活を支える大切な支援として、確実に皆さまの手元へ届くよう注視し
ていきます。

　 「紙」に一本化した方が市民の皆さまのメリットが大き
いと判断したため。
経費削減による配布額の増
●公平性：スマホを持たない高齢者や子どもも対象となるため、「デ
ジタル」と併せて「紙」の仕組みも必要となり、二重のコストがかか
ります。
●手厚さ：民間のデジタル決済は手数料（最大20％程度）が高額な
場合があります。その手数料分を、皆さまへの還元に充てるため、経
費を抑えられる紙を選択しました。
配布の迅速化
●スピード：デジタル決済システムの構築には3～4ヶ月必要です
が、紙であればより早期の発送が可能です。

指定管理料総額
（債務負担行為限度額）

53,600千円

155,180千円

7,200千円

0円

0円

22,000千円

150,000千円

指定
期間指定管理者

スポーツマックス・
三幸共同事業体

スポーツマックス・
三幸共同事業体

南飛騨馬瀬川
観光協会

株式会社ノイジィー

馬瀬総合観光
株式会社

社会福祉法人
下呂市社会福祉協議会

社会福祉法人
下呂福祉会

条例施設名

対象者 内　　容 見込み方　法

対象者 内　　容 見込み方　法

全市民 1人当たり1万2千円分
商品券 ３月初旬

順次発送低所得者世帯 上記に加え1世帯当たり5千円分

０歳～高校３年生 子ども１人当たり２万円
（児童手当の振込口座へ）

※市内商工会加盟店で使用できる商品券

現金給付 ２月頃

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジ

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター

下呂市金山リバーサイドスタジアム

下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市濁河温泉市営露天風呂

下呂市道の駅馬瀬美輝の里

やすらぎセンター萩

やすらぎセンター四美

小坂デイサービスセンター

上原デイサービスセンター

デイサービスセンターつつじ苑

金山デイサービスセンター

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド

2年

2年

3年

3年

5年

2年

5年

【主な補正予算の内容】
①市民生活への直接支援
●暮らし応援商品券配布事業　376,223千円増額
　（うち国庫補助353,600千円）
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

●物価高対応子育て応援手当支給事業　79,614千円増額（全額国費補助）
《（国）物価高対応子育て応援手当支給事業》

②市内事業者への省エネ支援
●中小企業等省エネ対策設備導入事業
　24,000千円増額（うち国庫補助14,400千円）
　照明設備のLED化に対し、費用の１/２（上限20万円）を補助
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

《議会での主な質疑》
　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。問
答
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

12月定例会の報告
　11月28日から12月19日までの22日間において、令和７年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、熊の出没が多発している状況において、市民、来訪者の方々の生命及び安全を第一優先とした緊急安全対策を速やか
に実施するための条例改正および補正予算の専決処分の承認、下呂市功労者等表彰および物価高騰対策に係る補正予算などについ
て同意 ・可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、国への意見書などについ
て可決しました。

専決処分の承認について（下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第９号））
下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて【表彰者７名】
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１０号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第１号）
市道の路線認定について
市道の路線変更について
下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について
岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議について
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
下呂市公告式条例の一部を改正する条例について
下呂市行政組織条例等の一部を改正する条例について
下呂市表彰条例について
下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について
下呂市下呂温泉合掌村条例の一部を改正する条例について
下呂市水道事業給水条例及び下呂市下水道条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市火災予防条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について
下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の指定管理者の指定について
下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について
下呂市デイサービスセンターの指定管理者の指定について
下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
下呂市御嶽山五の池小屋条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部改正に伴う内閣府令の改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１１号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

―

―

承認（全会一致）

同意（全会一致）

予算決算　
常任委員会
（初日）

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

総務産業
建設常任
委員会　

民生教育
まちづくり
常任委員会

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１２号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）―

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
付託委員会議　　　案　　　名 審議結果

外国人観光客のレンタカー利用に関する意見書 可決（全会一致）―

意見書詳細

議案審議の詳細
令和7年12月19日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和7年11月２8日
（定例会初日）

★二次元コードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

12月定例会の議案審議の詳細

令和８年度更新施設と指定管理者一覧

市民の皆さまの財産 ～公の施設～ を
管理する指定管理者を決定

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第12号）
～ 暮らしを守る緊急対策予算を全会一致で可決 ～

　下呂市では令和8年4月時点で、公園やスポーツ施設、こども園など30の施設
を、民間事業者が管理運営する「指定管理施設」として運用を予定しています。施
設の規模や役割は多岐にわたりますが、適切な運営が行われるよう議会で審議い
たしました。令和8年度に更新される施設の指定管理者は下表のとおりです。

　物価高騰の影響を受けている市民生活を支援するための補正予算を議決
しました。11月末の国の方針決定を受け速やかに対応したものです。春先
の生活を支える大切な支援として、確実に皆さまの手元へ届くよう注視し
ていきます。

　 「紙」に一本化した方が市民の皆さまのメリットが大き
いと判断したため。
経費削減による配布額の増
●公平性：スマホを持たない高齢者や子どもも対象となるため、「デ
ジタル」と併せて「紙」の仕組みも必要となり、二重のコストがかか
ります。
●手厚さ：民間のデジタル決済は手数料（最大20％程度）が高額な
場合があります。その手数料分を、皆さまへの還元に充てるため、経
費を抑えられる紙を選択しました。
配布の迅速化
●スピード：デジタル決済システムの構築には3～4ヶ月必要です
が、紙であればより早期の発送が可能です。

指定管理料総額
（債務負担行為限度額）

53,600千円

155,180千円

7,200千円

0円

0円

22,000千円

150,000千円

指定
期間指定管理者

スポーツマックス・
三幸共同事業体

スポーツマックス・
三幸共同事業体

南飛騨馬瀬川
観光協会

株式会社ノイジィー

馬瀬総合観光
株式会社

社会福祉法人
下呂市社会福祉協議会

社会福祉法人
下呂福祉会

条例施設名

対象者 内　　容 見込み方　法

対象者 内　　容 見込み方　法

全市民 1人当たり1万2千円分
商品券 ３月初旬

順次発送低所得者世帯 上記に加え1世帯当たり5千円分

０歳～高校３年生 子ども１人当たり２万円
（児童手当の振込口座へ）

※市内商工会加盟店で使用できる商品券

現金給付 ２月頃

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジ

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター

下呂市金山リバーサイドスタジアム

下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市濁河温泉市営露天風呂

下呂市道の駅馬瀬美輝の里

やすらぎセンター萩

やすらぎセンター四美

小坂デイサービスセンター

上原デイサービスセンター

デイサービスセンターつつじ苑

金山デイサービスセンター

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド

2年

2年

3年

3年

5年

2年

5年

【主な補正予算の内容】
①市民生活への直接支援
●暮らし応援商品券配布事業　376,223千円増額
　（うち国庫補助353,600千円）
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

●物価高対応子育て応援手当支給事業　79,614千円増額（全額国費補助）
《（国）物価高対応子育て応援手当支給事業》

②市内事業者への省エネ支援
●中小企業等省エネ対策設備導入事業
　24,000千円増額（うち国庫補助14,400千円）
　照明設備のLED化に対し、費用の１/２（上限20万円）を補助
《（国）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金》

《議会での主な質疑》
　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。　 なぜ「デジタル」ではなく「紙の商品券」なのですか。問
答
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

　
12
月
16
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
９
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
》

（
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
、

金
山
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
管
理
者
を
２
年

間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
指
定
管
理
料
が
来
年
度
増
額
に
な
る

理
由
は
。

　
　
人
件
費
と
物
件
費
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
３
年
後
に
は
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ
リ
ア
の
一
体

的
な
管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
の
構
想
は
。

　
　
道
の
駅
の
宿
泊 

・
飲
食
機
能
と
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
合
宿
機
能
を
結
び
つ
け
る
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
開
催
し
、
３

年
後
に
は
、
一
体
的
な
運
営
が
で
き
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

《
下
呂
市
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り

サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
管
理
者
を
５

年
間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
比
べ

て
、
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼

働
率
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い

理
由
は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
市
内
の
待

機
者
は
２
０
０
人
程
度
い
ま
す
。
か
な
や

ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼
働
率
が
低
い

原
因
と
し
て
は
、
職
員
の
人
員
不
足
に
よ

る
入
所
定
員
の
制
限
や
次
の
入
所
者
を
決

め
る
ま
で
に
少
し
期
間
が
長
く
か
か
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い
原
因
と
し
て
は
、

特
養
棟
と
シ
ョ
ー
ト
棟
が
同
じ
フ
ロ
ア
に

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス
ク
を

考
慮
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

を
度
々
制
限
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問問

問

答答

答

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
16
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
表
彰
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
に
お
け
る
表
彰
の
実
施
に
関
し
、

特
別
名
誉
市
民
お
よ
び
市
民
栄
誉
賞
の
表

彰
区
分
を
新
設
し
、
表
彰
区
分
ご
と
に
制

定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
統
一
し
て
、
表
彰

の
体
系
化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
）

　
　
名
誉
市
民
等
の
功
績
を
ど
う
形
に
残

す
の
か
、
顕
彰
の
あ
り
方
は
。

　
　
表
彰
の
ほ
か
、写
真
等
の
掲
示
場
所
を

検
討
す
る
と
共
に
、例
え
ば
今
後 

「
下
呂
市

30
年
史
」
等
に
お
い

て
も
、
功
績
を
広
く

顕
彰
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名
称
お

よ
び
管
理
運
営
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
め 

「
湯
め
ぐ

り
館
」
の
管
理
運
営
方
法
を
指
定
管
理
か

ら
市
の
直
営
と
す
る
経
緯
と
方
針
は
。

　
　
こ
の
施
設
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で

あ
る「
地
域
資
源
の
紹
介
を
通
じ
た
産
業

振
興
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
下
呂
温

泉
観
光
協
会
と
の
協
議
の
結
果
、
市
の
直

営
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
観
光

P
R
に
加
え
、
農

林
水
産
業
や
商
工

業
な
ど
、
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
の

魅
力
を
一
体
と
な

っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
直
営
化
に
伴

い
、
職
員
の
雇
用
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
継
続
、
さ
ら
に
は
駅
前
に
あ
る
下
呂

市
総
合
観
光
案
内
所
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　
　
現
在
、
職
員
は
両
施
設
共
に
、
下
呂

温
泉
観
光
協
会
で
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
湯

め
ぐ
り
館
の
み
を
市
の
直
営
と
す
る
と
職

員
の
処
遇
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
両
施
設

一
体
で
の
直
営
化
が
最
適
と
判
断
し
、
両

施
設
と
も
市
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
直
接
雇
用
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現

職
の
職
員
の
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
対
し
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
知
見
・
案
内
所
職
員
の
経
験
値

を
評
価
の
対
象
と

し
て
十
分
に
考
慮

い
た
し
ま
す
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
も
需
要
が

あ
る
た
め
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 問

問

答 答

答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

湯めぐり館下呂市総合観光案内所

　
11
月
28
日
の
定
例
会
初
日
に
提
出 

・
即

日
採
決
を
求
め
ら
れ
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
７
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
17
日
に
は
、

同
じ
く
定
例
会
初
日
に
提
出
さ
れ
審
査
を

付
託
さ
れ
た
９
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
新
入
園
児
へ
の
入
園
用
品
の
配
付
》

（
令
和
８
年
度
の
こ
ど
も
園
新
入
園
児
に

対
し
、
入
園
に
必
要
な
用
品
を
配
付
す
る

も
の
）

　
　
無
償
配
付
に
至
っ
た
経
緯
と
、
配
付

品
目
の
選
定
の
理
由
は
。

　
　
昨
年
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

未
就
学
児
の
保
護
者
の
７
割
強
が
、
経
済

的
支
援
を
望
ん
で
お
り
、
現
在
の
急
激
な

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
、
必
要
な
支
援
は
何
か
と
い
う
観
点
か

ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
配
付
品
目
に
つ
い
て
は
、
園
で
の
生
活

や
保
育
に
必
要
な
も
の
で
、
日
常
生
活
も

含
め
使
用
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
記
憶
に
残
る
用
品
と
い
う

視
点
か
ら
、
名
札 

・
お
便
り
帳 

・
お
絵

か
き
帳
、帽
子
の
４
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

併
せ
て
配
付
す
る
長
靴
は
、
地
元
企
業
が

製
作
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答
予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
助
成
》

（
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家

庭
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
費
補
助

を
行
う
も
の
）

　
　
補
助
制
度
の
設
計
を
す
る
に
当
た
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
需
要
の

予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
や
方
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２

７
年
に
蛍
光
管
の
製
造
、
輸
出
入
の
禁
止

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
と
、
蛍

光
管
の
大
量
廃
棄
に
よ
る
処
分
費
の
高
騰

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
市
民
生
活
が
少
し
で

も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
物
価
高

騰
対
策
の
一
環
と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

《
病
児
保
育
に
よ
る
子
育
て
支
援
》

（
下
呂
地
域
に
お
い
て
病
児
保
育
を
新
た
に

実
施
す
る
た
め
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
下

呂
温
泉
病
院
へ
の
施
設
改
修
補
助
金
、
お

よ
び
市
北
部
地
域
で
病
児
保
育
を
既
に
行

わ
れ
て
い
る
萩
原
北
醫
院
が
、
病
児
保
育

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
導
入
し

た
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
）

　
　
病
児
保
育
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
他

の
事
業
所
で
の
導
入
予
定
は
。

　
　
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
、
利
用
希
望
者

が
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

が
可
能
と
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
利
便
性

が
大
幅
に
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
市
南
部
で
病
児
保
育

を
行
う
か
な
や
ま
こ
ど
も
園
で
は
、
電
話

で
の
受
付
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

下
呂
温
泉
病
院
も
含
め
た
病
児
保
育
事
業

所
連
携
会
議
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
が
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。

《
創
業
者
の
支
援
》

（
市
内
に
お
け
る
創
業
の
促
進
並
び
に
創
業

時
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 
「
創
業
者
支
援
事
業
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
不

足
す
る
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
が
大
き
く
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
良

い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
創
業
を
さ
れ
た

業
種
の
傾
向
な
ど
、
申
請
状
況
の
分
析
は
。

　
　
過
去
３
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
女
性
、

そ
し
て
若
い
方
の
申
請
が
約
半
数
程
度
を

占
め
て
お
り
、
業
種
的
に
は
、
飲
食
店
を

は
じ
め
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
民

泊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
談
支
援
も

含
め
申
請
が
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

《
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
》

（
地
震
発
生
直
後
の
電
気
火
災
に
起
因
す

る
火
災
を
予
防
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
補
助
申
請
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
額
を
増
額
補

正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
の
具
体

的
な
状
況
は
。

　
　
補
助
申
請
件
数

と
し
て
は
、
す
べ
て
で

２
６
４
件
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
26
件
分
は
当

初
予
算
で
補
助
金
を
交

付
済
、
そ
れ
以
外
の
２

３
８
件
分
に
要
す
る
予

算
を
今
回
増
額
計
上

し
ま
し
た
。

問答

問答

問問 答答

▲かなやまこども園病児保育室

予算決算常任委員会
（午前）

予算決算常任委員会
（午後）

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

　
12
月
16
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
９
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
》

（
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
、

金
山
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
管
理
者
を
２
年

間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
指
定
管
理
料
が
来
年
度
増
額
に
な
る

理
由
は
。

　
　
人
件
費
と
物
件
費
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
３
年
後
に
は
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ
リ
ア
の
一
体

的
な
管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
の
構
想
は
。

　
　
道
の
駅
の
宿
泊 

・
飲
食
機
能
と
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
合
宿
機
能
を
結
び
つ
け
る
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
開
催
し
、
３

年
後
に
は
、
一
体
的
な
運
営
が
で
き
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

《
下
呂
市
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り

サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
管
理
者
を
５

年
間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
比
べ

て
、
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼

働
率
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い

理
由
は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
市
内
の
待

機
者
は
２
０
０
人
程
度
い
ま
す
。
か
な
や

ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼
働
率
が
低
い

原
因
と
し
て
は
、
職
員
の
人
員
不
足
に
よ

る
入
所
定
員
の
制
限
や
次
の
入
所
者
を
決

め
る
ま
で
に
少
し
期
間
が
長
く
か
か
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い
原
因
と
し
て
は
、

特
養
棟
と
シ
ョ
ー
ト
棟
が
同
じ
フ
ロ
ア
に

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス
ク
を

考
慮
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

を
度
々
制
限
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問問

問

答答

答

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
16
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
表
彰
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
に
お
け
る
表
彰
の
実
施
に
関
し
、

特
別
名
誉
市
民
お
よ
び
市
民
栄
誉
賞
の
表

彰
区
分
を
新
設
し
、
表
彰
区
分
ご
と
に
制

定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
統
一
し
て
、
表
彰

の
体
系
化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
）

　
　
名
誉
市
民
等
の
功
績
を
ど
う
形
に
残

す
の
か
、
顕
彰
の
あ
り
方
は
。

　
　
表
彰
の
ほ
か
、写
真
等
の
掲
示
場
所
を

検
討
す
る
と
共
に
、例
え
ば
今
後 
「
下
呂
市

30
年
史
」
等
に
お
い

て
も
、
功
績
を
広
く

顕
彰
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名
称
お

よ
び
管
理
運
営
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
め 

「
湯
め
ぐ

り
館
」
の
管
理
運
営
方
法
を
指
定
管
理
か

ら
市
の
直
営
と
す
る
経
緯
と
方
針
は
。

　
　
こ
の
施
設
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で

あ
る「
地
域
資
源
の
紹
介
を
通
じ
た
産
業

振
興
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
下
呂
温

泉
観
光
協
会
と
の
協
議
の
結
果
、
市
の
直

営
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
観
光

P
R
に
加
え
、
農

林
水
産
業
や
商
工

業
な
ど
、
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
の

魅
力
を
一
体
と
な

っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
直
営
化
に
伴

い
、
職
員
の
雇
用
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
継
続
、
さ
ら
に
は
駅
前
に
あ
る
下
呂

市
総
合
観
光
案
内
所
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　
　
現
在
、
職
員
は
両
施
設
共
に
、
下
呂

温
泉
観
光
協
会
で
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
湯

め
ぐ
り
館
の
み
を
市
の
直
営
と
す
る
と
職

員
の
処
遇
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
両
施
設

一
体
で
の
直
営
化
が
最
適
と
判
断
し
、
両

施
設
と
も
市
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
直
接
雇
用
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現

職
の
職
員
の
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
対
し
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
知
見
・
案
内
所
職
員
の
経
験
値

を
評
価
の
対
象
と

し
て
十
分
に
考
慮

い
た
し
ま
す
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
も
需
要
が

あ
る
た
め
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 問

問

答 答

答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

湯めぐり館下呂市総合観光案内所

　
11
月
28
日
の
定
例
会
初
日
に
提
出 

・
即

日
採
決
を
求
め
ら
れ
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
７
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
17
日
に
は
、

同
じ
く
定
例
会
初
日
に
提
出
さ
れ
審
査
を

付
託
さ
れ
た
９
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
新
入
園
児
へ
の
入
園
用
品
の
配
付
》

（
令
和
８
年
度
の
こ
ど
も
園
新
入
園
児
に

対
し
、
入
園
に
必
要
な
用
品
を
配
付
す
る

も
の
）

　
　
無
償
配
付
に
至
っ
た
経
緯
と
、
配
付

品
目
の
選
定
の
理
由
は
。

　
　
昨
年
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

未
就
学
児
の
保
護
者
の
７
割
強
が
、
経
済

的
支
援
を
望
ん
で
お
り
、
現
在
の
急
激
な

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
、
必
要
な
支
援
は
何
か
と
い
う
観
点
か

ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
配
付
品
目
に
つ
い
て
は
、
園
で
の
生
活

や
保
育
に
必
要
な
も
の
で
、
日
常
生
活
も

含
め
使
用
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
記
憶
に
残
る
用
品
と
い
う

視
点
か
ら
、
名
札 

・
お
便
り
帳 

・
お
絵

か
き
帳
、帽
子
の
４
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

併
せ
て
配
付
す
る
長
靴
は
、
地
元
企
業
が

製
作
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答
予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
助
成
》

（
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家

庭
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
費
補
助

を
行
う
も
の
）

　
　
補
助
制
度
の
設
計
を
す
る
に
当
た
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
需
要
の

予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
や
方
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２

７
年
に
蛍
光
管
の
製
造
、
輸
出
入
の
禁
止

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
と
、
蛍

光
管
の
大
量
廃
棄
に
よ
る
処
分
費
の
高
騰

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
市
民
生
活
が
少
し
で

も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
物
価
高

騰
対
策
の
一
環
と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

《
病
児
保
育
に
よ
る
子
育
て
支
援
》

（
下
呂
地
域
に
お
い
て
病
児
保
育
を
新
た
に

実
施
す
る
た
め
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
下

呂
温
泉
病
院
へ
の
施
設
改
修
補
助
金
、
お

よ
び
市
北
部
地
域
で
病
児
保
育
を
既
に
行

わ
れ
て
い
る
萩
原
北
醫
院
が
、
病
児
保
育

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
導
入
し

た
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
）

　
　
病
児
保
育
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
他

の
事
業
所
で
の
導
入
予
定
は
。

　
　
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
、
利
用
希
望
者

が
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

が
可
能
と
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
利
便
性

が
大
幅
に
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
市
南
部
で
病
児
保
育

を
行
う
か
な
や
ま
こ
ど
も
園
で
は
、
電
話

で
の
受
付
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

下
呂
温
泉
病
院
も
含
め
た
病
児
保
育
事
業

所
連
携
会
議
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
が
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。

《
創
業
者
の
支
援
》

（
市
内
に
お
け
る
創
業
の
促
進
並
び
に
創
業

時
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 

「
創
業
者
支
援
事
業
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
不

足
す
る
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
が
大
き
く
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
良

い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
創
業
を
さ
れ
た

業
種
の
傾
向
な
ど
、
申
請
状
況
の
分
析
は
。

　
　
過
去
３
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
女
性
、

そ
し
て
若
い
方
の
申
請
が
約
半
数
程
度
を

占
め
て
お
り
、
業
種
的
に
は
、
飲
食
店
を

は
じ
め
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
民

泊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
談
支
援
も

含
め
申
請
が
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

《
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
》

（
地
震
発
生
直
後
の
電
気
火
災
に
起
因
す

る
火
災
を
予
防
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
補
助
申
請
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
額
を
増
額
補

正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
の
具
体

的
な
状
況
は
。

　
　
補
助
申
請
件
数

と
し
て
は
、
す
べ
て
で

２
６
４
件
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
26
件
分
は
当

初
予
算
で
補
助
金
を
交

付
済
、
そ
れ
以
外
の
２

３
８
件
分
に
要
す
る
予

算
を
今
回
増
額
計
上

し
ま
し
た
。

問答

問答

問問 答答

▲かなやまこども園病児保育室

予算決算常任委員会
（午前）

予算決算常任委員会
（午後）

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

　
12
月
16
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
９
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
》

（
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
、

金
山
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
管
理
者
を
２
年

間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
指
定
管
理
料
が
来
年
度
増
額
に
な
る

理
由
は
。

　
　
人
件
費
と
物
件
費
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
３
年
後
に
は
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ
リ
ア
の
一
体

的
な
管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
の
構
想
は
。

　
　
道
の
駅
の
宿
泊 

・
飲
食
機
能
と
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
合
宿
機
能
を
結
び
つ
け
る
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
開
催
し
、
３

年
後
に
は
、
一
体
的
な
運
営
が
で
き
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

《
下
呂
市
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り

サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
管
理
者
を
５

年
間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
比
べ

て
、
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼

働
率
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い

理
由
は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
市
内
の
待

機
者
は
２
０
０
人
程
度
い
ま
す
。
か
な
や

ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼
働
率
が
低
い

原
因
と
し
て
は
、
職
員
の
人
員
不
足
に
よ

る
入
所
定
員
の
制
限
や
次
の
入
所
者
を
決

め
る
ま
で
に
少
し
期
間
が
長
く
か
か
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い
原
因
と
し
て
は
、

特
養
棟
と
シ
ョ
ー
ト
棟
が
同
じ
フ
ロ
ア
に

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス
ク
を

考
慮
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

を
度
々
制
限
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問問

問

答答

答

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
16
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
表
彰
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
に
お
け
る
表
彰
の
実
施
に
関
し
、

特
別
名
誉
市
民
お
よ
び
市
民
栄
誉
賞
の
表

彰
区
分
を
新
設
し
、
表
彰
区
分
ご
と
に
制

定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
統
一
し
て
、
表
彰

の
体
系
化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
）

　
　
名
誉
市
民
等
の
功
績
を
ど
う
形
に
残

す
の
か
、
顕
彰
の
あ
り
方
は
。

　
　
表
彰
の
ほ
か
、写
真
等
の
掲
示
場
所
を

検
討
す
る
と
共
に
、例
え
ば
今
後 

「
下
呂
市

30
年
史
」
等
に
お
い

て
も
、
功
績
を
広
く

顕
彰
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名
称
お

よ
び
管
理
運
営
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
め 

「
湯
め
ぐ

り
館
」
の
管
理
運
営
方
法
を
指
定
管
理
か

ら
市
の
直
営
と
す
る
経
緯
と
方
針
は
。

　
　
こ
の
施
設
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で

あ
る「
地
域
資
源
の
紹
介
を
通
じ
た
産
業

振
興
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
下
呂
温

泉
観
光
協
会
と
の
協
議
の
結
果
、
市
の
直

営
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
観
光

P
R
に
加
え
、
農

林
水
産
業
や
商
工

業
な
ど
、
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
の

魅
力
を
一
体
と
な

っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
直
営
化
に
伴

い
、
職
員
の
雇
用
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
継
続
、
さ
ら
に
は
駅
前
に
あ
る
下
呂

市
総
合
観
光
案
内
所
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　
　
現
在
、
職
員
は
両
施
設
共
に
、
下
呂

温
泉
観
光
協
会
で
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
湯

め
ぐ
り
館
の
み
を
市
の
直
営
と
す
る
と
職

員
の
処
遇
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
両
施
設

一
体
で
の
直
営
化
が
最
適
と
判
断
し
、
両

施
設
と
も
市
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
直
接
雇
用
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現

職
の
職
員
の
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
対
し
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
知
見
・
案
内
所
職
員
の
経
験
値

を
評
価
の
対
象
と

し
て
十
分
に
考
慮

い
た
し
ま
す
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
も
需
要
が

あ
る
た
め
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 問

問

答 答

答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

湯めぐり館下呂市総合観光案内所

　
11
月
28
日
の
定
例
会
初
日
に
提
出 

・
即

日
採
決
を
求
め
ら
れ
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
７
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
17
日
に
は
、

同
じ
く
定
例
会
初
日
に
提
出
さ
れ
審
査
を

付
託
さ
れ
た
９
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
新
入
園
児
へ
の
入
園
用
品
の
配
付
》

（
令
和
８
年
度
の
こ
ど
も
園
新
入
園
児
に

対
し
、
入
園
に
必
要
な
用
品
を
配
付
す
る

も
の
）

　
　
無
償
配
付
に
至
っ
た
経
緯
と
、
配
付

品
目
の
選
定
の
理
由
は
。

　
　
昨
年
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

未
就
学
児
の
保
護
者
の
７
割
強
が
、
経
済

的
支
援
を
望
ん
で
お
り
、
現
在
の
急
激
な

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
、
必
要
な
支
援
は
何
か
と
い
う
観
点
か

ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
配
付
品
目
に
つ
い
て
は
、
園
で
の
生
活

や
保
育
に
必
要
な
も
の
で
、
日
常
生
活
も

含
め
使
用
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
記
憶
に
残
る
用
品
と
い
う

視
点
か
ら
、
名
札 

・
お
便
り
帳 
・
お
絵

か
き
帳
、帽
子
の
４
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

併
せ
て
配
付
す
る
長
靴
は
、
地
元
企
業
が

製
作
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答
予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
助
成
》

（
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家

庭
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
費
補
助

を
行
う
も
の
）

　
　
補
助
制
度
の
設
計
を
す
る
に
当
た
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
需
要
の

予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
や
方
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２

７
年
に
蛍
光
管
の
製
造
、
輸
出
入
の
禁
止

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
と
、
蛍

光
管
の
大
量
廃
棄
に
よ
る
処
分
費
の
高
騰

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
市
民
生
活
が
少
し
で

も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
物
価
高

騰
対
策
の
一
環
と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

《
病
児
保
育
に
よ
る
子
育
て
支
援
》

（
下
呂
地
域
に
お
い
て
病
児
保
育
を
新
た
に

実
施
す
る
た
め
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
下

呂
温
泉
病
院
へ
の
施
設
改
修
補
助
金
、
お

よ
び
市
北
部
地
域
で
病
児
保
育
を
既
に
行

わ
れ
て
い
る
萩
原
北
醫
院
が
、
病
児
保
育

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
導
入
し

た
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
）

　
　
病
児
保
育
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
他

の
事
業
所
で
の
導
入
予
定
は
。

　
　
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
、
利
用
希
望
者

が
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

が
可
能
と
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
利
便
性

が
大
幅
に
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
市
南
部
で
病
児
保
育

を
行
う
か
な
や
ま
こ
ど
も
園
で
は
、
電
話

で
の
受
付
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

下
呂
温
泉
病
院
も
含
め
た
病
児
保
育
事
業

所
連
携
会
議
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
が
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。

《
創
業
者
の
支
援
》

（
市
内
に
お
け
る
創
業
の
促
進
並
び
に
創
業

時
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 

「
創
業
者
支
援
事
業
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
不

足
す
る
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
が
大
き
く
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
良

い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
創
業
を
さ
れ
た

業
種
の
傾
向
な
ど
、
申
請
状
況
の
分
析
は
。

　
　
過
去
３
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
女
性
、

そ
し
て
若
い
方
の
申
請
が
約
半
数
程
度
を

占
め
て
お
り
、
業
種
的
に
は
、
飲
食
店
を

は
じ
め
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
民

泊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
談
支
援
も

含
め
申
請
が
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

《
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
》

（
地
震
発
生
直
後
の
電
気
火
災
に
起
因
す

る
火
災
を
予
防
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
補
助
申
請
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
額
を
増
額
補

正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
の
具
体

的
な
状
況
は
。

　
　
補
助
申
請
件
数

と
し
て
は
、
す
べ
て
で

２
６
４
件
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
26
件
分
は
当

初
予
算
で
補
助
金
を
交

付
済
、
そ
れ
以
外
の
２

３
８
件
分
に
要
す
る
予

算
を
今
回
増
額
計
上

し
ま
し
た
。

問答

問答

問問 答答

▲かなやまこども園病児保育室

予算決算常任委員会
（午前）

予算決算常任委員会
（午後）

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

　
12
月
16
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
９
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
》

（
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
、

金
山
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
管
理
者
を
２
年

間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
指
定
管
理
料
が
来
年
度
増
額
に
な
る

理
由
は
。

　
　
人
件
費
と
物
件
費
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
３
年
後
に
は
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ
リ
ア
の
一
体

的
な
管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
の
構
想
は
。

　
　
道
の
駅
の
宿
泊 

・
飲
食
機
能
と
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
合
宿
機
能
を
結
び
つ
け
る
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
開
催
し
、
３

年
後
に
は
、
一
体
的
な
運
営
が
で
き
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

《
下
呂
市
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ぎ
り

サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
管
理
者
を
５

年
間
指
定
す
る
も
の
）

　
　
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
比
べ

て
、
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼

働
率
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い

理
由
は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
市
内
の
待

機
者
は
２
０
０
人
程
度
い
ま
す
。
か
な
や

ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
所
稼
働
率
が
低
い

原
因
と
し
て
は
、
職
員
の
人
員
不
足
に
よ

る
入
所
定
員
の
制
限
や
次
の
入
所
者
を
決

め
る
ま
で
に
少
し
期
間
が
長
く
か
か
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
稼
働
率
が
低
い
原
因
と
し
て
は
、

特
養
棟
と
シ
ョ
ー
ト
棟
が
同
じ
フ
ロ
ア
に

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス
ク
を

考
慮
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

を
度
々
制
限
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問問

問

答答

答

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
16
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
表
彰
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
に
お
け
る
表
彰
の
実
施
に
関
し
、

特
別
名
誉
市
民
お
よ
び
市
民
栄
誉
賞
の
表

彰
区
分
を
新
設
し
、
表
彰
区
分
ご
と
に
制

定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
統
一
し
て
、
表
彰

の
体
系
化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
）

　
　
名
誉
市
民
等
の
功
績
を
ど
う
形
に
残

す
の
か
、
顕
彰
の
あ
り
方
は
。

　
　
表
彰
の
ほ
か
、写
真
等
の
掲
示
場
所
を

検
討
す
る
と
共
に
、例
え
ば
今
後 

「
下
呂
市

30
年
史
」
等
に
お
い

て
も
、
功
績
を
広
く

顕
彰
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名
称
お

よ
び
管
理
運
営
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
め 

「
湯
め
ぐ

り
館
」
の
管
理
運
営
方
法
を
指
定
管
理
か

ら
市
の
直
営
と
す
る
経
緯
と
方
針
は
。

　
　
こ
の
施
設
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で

あ
る「
地
域
資
源
の
紹
介
を
通
じ
た
産
業

振
興
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
下
呂
温

泉
観
光
協
会
と
の
協
議
の
結
果
、
市
の
直

営
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
観
光

P
R
に
加
え
、
農

林
水
産
業
や
商
工

業
な
ど
、
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
の

魅
力
を
一
体
と
な

っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
直
営
化
に
伴

い
、
職
員
の
雇
用
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
継
続
、
さ
ら
に
は
駅
前
に
あ
る
下
呂

市
総
合
観
光
案
内
所
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　
　
現
在
、
職
員
は
両
施
設
共
に
、
下
呂

温
泉
観
光
協
会
で
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
湯

め
ぐ
り
館
の
み
を
市
の
直
営
と
す
る
と
職

員
の
処
遇
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
両
施
設

一
体
で
の
直
営
化
が
最
適
と
判
断
し
、
両

施
設
と
も
市
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
直
接
雇
用
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現

職
の
職
員
の
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
対
し
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
知
見
・
案
内
所
職
員
の
経
験
値

を
評
価
の
対
象
と

し
て
十
分
に
考
慮

い
た
し
ま
す
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
も
需
要
が

あ
る
た
め
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 問

問

答 答

答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

湯めぐり館下呂市総合観光案内所

　
11
月
28
日
の
定
例
会
初
日
に
提
出 

・
即

日
採
決
を
求
め
ら
れ
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
７
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
17
日
に
は
、

同
じ
く
定
例
会
初
日
に
提
出
さ
れ
審
査
を

付
託
さ
れ
た
９
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
新
入
園
児
へ
の
入
園
用
品
の
配
付
》

（
令
和
８
年
度
の
こ
ど
も
園
新
入
園
児
に

対
し
、
入
園
に
必
要
な
用
品
を
配
付
す
る

も
の
）

　
　
無
償
配
付
に
至
っ
た
経
緯
と
、
配
付

品
目
の
選
定
の
理
由
は
。

　
　
昨
年
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

未
就
学
児
の
保
護
者
の
７
割
強
が
、
経
済

的
支
援
を
望
ん
で
お
り
、
現
在
の
急
激
な

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
、
必
要
な
支
援
は
何
か
と
い
う
観
点
か

ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
配
付
品
目
に
つ
い
て
は
、
園
で
の
生
活

や
保
育
に
必
要
な
も
の
で
、
日
常
生
活
も

含
め
使
用
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
記
憶
に
残
る
用
品
と
い
う

視
点
か
ら
、
名
札 

・
お
便
り
帳 

・
お
絵

か
き
帳
、帽
子
の
４
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

併
せ
て
配
付
す
る
長
靴
は
、
地
元
企
業
が

製
作
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答
予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
助
成
》

（
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家

庭
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
購
入
費
補
助

を
行
う
も
の
）

　
　
補
助
制
度
の
設
計
を
す
る
に
当
た
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
需
要
の

予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
や
方
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２

７
年
に
蛍
光
管
の
製
造
、
輸
出
入
の
禁
止

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
と
、
蛍

光
管
の
大
量
廃
棄
に
よ
る
処
分
費
の
高
騰

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
市
民
生
活
が
少
し
で

も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
物
価
高

騰
対
策
の
一
環
と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

《
病
児
保
育
に
よ
る
子
育
て
支
援
》

（
下
呂
地
域
に
お
い
て
病
児
保
育
を
新
た
に

実
施
す
る
た
め
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
下

呂
温
泉
病
院
へ
の
施
設
改
修
補
助
金
、
お

よ
び
市
北
部
地
域
で
病
児
保
育
を
既
に
行

わ
れ
て
い
る
萩
原
北
醫
院
が
、
病
児
保
育

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
導
入
し

た
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
）

　
　
病
児
保
育
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
他

の
事
業
所
で
の
導
入
予
定
は
。

　
　
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
、
利
用
希
望
者

が
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

が
可
能
と
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
利
便
性

が
大
幅
に
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
市
南
部
で
病
児
保
育

を
行
う
か
な
や
ま
こ
ど
も
園
で
は
、
電
話

で
の
受
付
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

下
呂
温
泉
病
院
も
含
め
た
病
児
保
育
事
業

所
連
携
会
議
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
が
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。

《
創
業
者
の
支
援
》

（
市
内
に
お
け
る
創
業
の
促
進
並
び
に
創
業

時
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 

「
創
業
者
支
援
事
業
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
不

足
す
る
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
が
大
き
く
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
良

い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
創
業
を
さ
れ
た

業
種
の
傾
向
な
ど
、
申
請
状
況
の
分
析
は
。

　
　
過
去
３
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
女
性
、

そ
し
て
若
い
方
の
申
請
が
約
半
数
程
度
を

占
め
て
お
り
、
業
種
的
に
は
、
飲
食
店
を

は
じ
め
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
民

泊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
談
支
援
も

含
め
申
請
が
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

《
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
》

（
地
震
発
生
直
後
の
電
気
火
災
に
起
因
す

る
火
災
を
予
防
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
補
助
申
請
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
額
を
増
額
補

正
す
る
も
の
）

　
　
補
助
申
請
の
具
体

的
な
状
況
は
。

　
　
補
助
申
請
件
数

と
し
て
は
、
す
べ
て
で

２
６
４
件
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
26
件
分
は
当

初
予
算
で
補
助
金
を
交

付
済
、
そ
れ
以
外
の
２

３
８
件
分
に
要
す
る
予

算
を
今
回
増
額
計
上

し
ま
し
た
。

問答

問答

問問 答答

▲かなやまこども園病児保育室

予算決算常任委員会
（午前）

予算決算常任委員会
（午後）

あさぎりサニーランド

かなやまサニーランド
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

12月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

市
内
に
お
け
る「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ａ 

（
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）」

の
開
設
状
況
、
お
よ
び
今
後

の
展
開
方
針
は
。

　 

福
祉
部
次
長

　
一
般
的
に 

「
通
所
Ａ
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
27

年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
創

設
さ
れ
た 

「
介
護
予
防 

・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
の
一
つ
で
あ

り
、
効
率
的
な
事
業
運
営
が
可
能

で
多
様
な
主
体
に
よ
る
柔
軟
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
え

る
地
域
資
源
と
し
て
、
今
後
ま
す

ま
す
必
要
性
が
高
ま
る
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、「
通
所
Ａ
」
を
実
施

す
る
事
業
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る

の
は
、
金
山 

・
萩
原
地
域
だ
け
で

あ
り
、
下
呂 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
各

地
域
に
は
現
状
開
設
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
事
業
は
、
民
設

民
営
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
事
業

者
は
採
算
性
や
人
材
確
保
の
面
を

慎
重
に
考
慮
し
て
参
入
を
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、「
通
所
Ａ
」

は
市
民
に
と
っ
て
有
効
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
全
域
で
等
し
く
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
へ

の
働
き
か
け 

・
情
報
発
信
や
支
援

体
制
を
一
層
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を
問答

□
□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
下呂市産材の需要拡大について

中山間の農地保全について

□
□
介護予防事業（通所型サービスＡ）について

移動販売事業者への支援について

桂
川
い
ず
み

医療体制の現実を踏まえた健康づくりの方
向性について
芸術祭の成功と継続に向けた市民参加と
運営体制について
市民に届く広報の整理と採用広報の現状について

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

多文化共生を基盤とした子育て支援の
充実と必要な配慮について
子育て支援情報の一元化について
高齢者の補聴器助成制度と聴力検査について

大
西
尚
子

□

□

過去の一般質問事項の検証と市民の皆様
からのご質問について
第二期下呂市国土強靭化地域計画と避難
所運営について

高
井
範
和

□
□
市民による避難所開設・運営について

高齢者が元気に活躍するつながりづくりに
ついて

桂
川
融
己

□
□

□

空き家対策および活用について
公設型合併処理浄化槽制度の導入検討に
ついて
ゼロカーボンシティ実現に向けたＶ２Ｈ設備
導入支援について

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□

□

市民の安心・安全につながる情報発信の
あり方について

地域づくりにおける統一的な方針について

□

□

来秋開催の「下呂アートディスカバリー」に
ついて

ペットボトルの回収について

□ 地域主体の防災体制の構築に向けた取り
組みについて

□
□

□

下呂市上ケ平サンビレッジの今後について
市長が掲げる「わくわく下呂市」構想の考
えと施策について
熊目撃情報の連絡先と市の対応について

□
□
熊対策について

認知症の対応について

□

□

国の給食無償化を契機とした質の向上に
ついて

おむつ等が選べる無償支援制度導入について

　 

地
域
住
民
と
集
落
支
援
員

が
主
体
と
な
っ
た
空
き
家
調

査 

・
管
理
の
動
き
が
広
が
る

中
、
市
と
し
て
の
支
援
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
総
務
省
や
国
土
交
通
省
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
定
住
促
進
住
宅

等
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
と
共
に
、
地
域
活
動
と
連
携
し

た
制
度
活
用
の
可
能
性
も
模
索
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
地

域
課
題
に
取
り
組
む
団
体
の
資
金

調
達
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
団

体
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
活
用
支
援
制
度
の
創
設
等
も
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
、

改
修
、
管
理
と
い
っ
た
各
段
階
で

官
民
が
協
力
す
る
こ
と
は
、
よ
り

効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

参
加
の
も
と
民
間
事
業
者
と
の
連

携
を
図
り
、
空
き
家
の
適
切
管
理

や
利
活
用
を
推
進
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　 

市
長

　
来
年
度
の
組
織
改
編
の
中
で
、

空
き
家
対
策
を
含
む
住
宅
に
特
化

し
た
課
を
新
設
す
る
方
向
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
を
主

体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
上
原

地
区
か
ら
要
望
が
あ
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
配
置
に
つ
い
て
も
、

移
住
定
住

の
促
進
に

寄
与
す
る

先
導
的
モ

デ
ル
と
し

て
前
向
き

に
検
討
し

て
い
き
ま

す
。

地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答
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ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
活
用
支
援
制
度
の
創
設
等
も
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
、

改
修
、
管
理
と
い
っ
た
各
段
階
で

官
民
が
協
力
す
る
こ
と
は
、
よ
り

効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

参
加
の
も
と
民
間
事
業
者
と
の
連

携
を
図
り
、
空
き
家
の
適
切
管
理

や
利
活
用
を
推
進
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　 

市
長

　
来
年
度
の
組
織
改
編
の
中
で
、

空
き
家
対
策
を
含
む
住
宅
に
特
化

し
た
課
を
新
設
す
る
方
向
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
を
主

体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
上
原

地
区
か
ら
要
望
が
あ
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
配
置
に
つ
い
て
も
、

移
住
定
住

の
促
進
に

寄
与
す
る

先
導
的
モ

デ
ル
と
し

て
前
向
き

に
検
討
し

て
い
き
ま

す
。

地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

12月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

市
内
に
お
け
る「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ａ 

（
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）」

の
開
設
状
況
、
お
よ
び
今
後

の
展
開
方
針
は
。

　 

福
祉
部
次
長

　
一
般
的
に 

「
通
所
Ａ
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
27

年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
創

設
さ
れ
た 

「
介
護
予
防 

・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
の
一
つ
で
あ

り
、
効
率
的
な
事
業
運
営
が
可
能

で
多
様
な
主
体
に
よ
る
柔
軟
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
え

る
地
域
資
源
と
し
て
、
今
後
ま
す

ま
す
必
要
性
が
高
ま
る
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、「
通
所
Ａ
」
を
実
施

す
る
事
業
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る

の
は
、
金
山 

・
萩
原
地
域
だ
け
で

あ
り
、
下
呂 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
各

地
域
に
は
現
状
開
設
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
事
業
は
、
民
設

民
営
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
事
業

者
は
採
算
性
や
人
材
確
保
の
面
を

慎
重
に
考
慮
し
て
参
入
を
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、「
通
所
Ａ
」

は
市
民
に
と
っ
て
有
効
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
全
域
で
等
し
く
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
へ

の
働
き
か
け 

・
情
報
発
信
や
支
援

体
制
を
一
層
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を地域で自立し続けるために「通所Ａ」の展開を
問答

□
□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
下呂市産材の需要拡大について

中山間の農地保全について

□
□
介護予防事業（通所型サービスＡ）について

移動販売事業者への支援について

桂
川
い
ず
み

医療体制の現実を踏まえた健康づくりの方
向性について
芸術祭の成功と継続に向けた市民参加と
運営体制について
市民に届く広報の整理と採用広報の現状について

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

多文化共生を基盤とした子育て支援の
充実と必要な配慮について
子育て支援情報の一元化について
高齢者の補聴器助成制度と聴力検査について

大
西
尚
子

□

□

過去の一般質問事項の検証と市民の皆様
からのご質問について
第二期下呂市国土強靭化地域計画と避難
所運営について

高
井
範
和

□
□
市民による避難所開設・運営について

高齢者が元気に活躍するつながりづくりに
ついて

桂
川
融
己

□
□

□

空き家対策および活用について
公設型合併処理浄化槽制度の導入検討に
ついて
ゼロカーボンシティ実現に向けたＶ２Ｈ設備
導入支援について

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□

□

市民の安心・安全につながる情報発信の
あり方について

地域づくりにおける統一的な方針について

□

□

来秋開催の「下呂アートディスカバリー」に
ついて

ペットボトルの回収について

□ 地域主体の防災体制の構築に向けた取り
組みについて

□
□

□

下呂市上ケ平サンビレッジの今後について
市長が掲げる「わくわく下呂市」構想の考
えと施策について
熊目撃情報の連絡先と市の対応について

□
□
熊対策について

認知症の対応について

□

□

国の給食無償化を契機とした質の向上に
ついて

おむつ等が選べる無償支援制度導入について

　 

地
域
住
民
と
集
落
支
援
員

が
主
体
と
な
っ
た
空
き
家
調

査 

・
管
理
の
動
き
が
広
が
る

中
、
市
と
し
て
の
支
援
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
総
務
省
や
国
土
交
通
省
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
定
住
促
進
住
宅

等
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
と
共
に
、
地
域
活
動
と
連
携
し

た
制
度
活
用
の
可
能
性
も
模
索
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
地

域
課
題
に
取
り
組
む
団
体
の
資
金

調
達
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
団

体
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
活
用
支
援
制
度
の
創
設
等
も
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
、

改
修
、
管
理
と
い
っ
た
各
段
階
で

官
民
が
協
力
す
る
こ
と
は
、
よ
り

効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

参
加
の
も
と
民
間
事
業
者
と
の
連

携
を
図
り
、
空
き
家
の
適
切
管
理

や
利
活
用
を
推
進
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　 

市
長

　
来
年
度
の
組
織
改
編
の
中
で
、

空
き
家
対
策
を
含
む
住
宅
に
特
化

し
た
課
を
新
設
す
る
方
向
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
を
主

体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
上
原

地
区
か
ら
要
望
が
あ
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
配
置
に
つ
い
て
も
、

移
住
定
住

の
促
進
に

寄
与
す
る

先
導
的
モ

デ
ル
と
し

て
前
向
き

に
検
討
し

て
い
き
ま

す
。

地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を地域との協働による効果的な空き家対策を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答
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ゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指して
　 

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、「
共
助
」
の
機
能

が
被
害
規
模
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
中
、
各
地
区
の
防
災
体
制

に
差
異
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
て
い
く
た
め
の
方
策

は
。

　 

総
務
部
長

　
自
治
会
の
規
模
や
構
成
に
よ

り
、
防
災
体
制
に
お
け
る
役
職
者

の
関
わ
り
方
や
役
割
に
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
深
く
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
一
律
の
枠
組
み

に
統
一
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

即
し
た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
、
昨
年
度
よ
り
注
力
し
て
い
る

の
が
、
自
治
会 

・
学
校 

・
市
の
三

者
連
携
に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
で
す
。
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
確
認
で
は
な
く
、
現
場
で 

「
何

を
備
え
、
実
行
す
べ
き
か
」
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
不
足
要

素
に
主
体
的
に
気
づ
き
、
具
体
的

な
対
策
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
訓
練
を
通

じ
て
、
地
区
ご
と
に
最
適
化
さ
れ

た
防
災
力
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
実
行
委
員

会
予
算
に
お
け
る
開
催
費
用

１
億
９
５
０
０
万
円
の
財
源

内
訳
と
し
て
は
、
市
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
金
１
億
６
０

０
０
万
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
販

売
収
入
２
０
０
０
万
円
、
そ

の
他
寄
附
等
で
１
５
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

来
場
者
の
目
標
設
定
は
。

　 

総
務
部
長

　
来
場
者
の
目
標
数
は
、
企
画
の

全
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
設
定
す

る
予
定
で
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

販
売
に
つ
い
て
は
、
開
催
期
間
の

延
長
と
鑑
賞
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
約
３
倍
に

当
た
る
１
万
枚
を
目
標
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

　 

旧
湯
屋
小
学
校
の
プ
ー
ル

の
取
り
壊
し
は
決
定
し
て
い

る
が
、
校
舎
は
耐
震
補
強
を

し
て
残
す
の
か
、
ゆ
く
ゆ
く

は
解
体
す
る
の
か
、
現
段
階

の
方
針
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
旧
湯
屋
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
能
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
常
時
利
用
は
困
難
で
あ
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
ど

お
り
、
芸
術
祭
終
了
後
の
解
体
を

前
提
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

答

答
中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲菅田地区での避難所開設体験会

下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を
　 

市
内
の
住
宅
着
工
戸
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
住
宅

需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
産
直
住
宅

の
推
進
を
図
る
た
め
の
産
直

住
宅
団
体
と
の
連
携
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
市
は
、
下
呂
の
森
が
育
ん
だ
木

の
家
推
進
事
業
と
し
て
、
木
材
利

用
促
進
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た

市
内
建
築
事
業
者
に
対
し
、
新
築

の
場
合
は
、
使
用
し
た
市
産
材
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
万
円 

（
上
限
50
万
円
）、
増
改
築
の
場
合

は
、
市
産
材
購
入
費
用
の
３
分
の

１ 

（
上
限

25
万
円
）
を
補
助
し
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
建
築
主
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
店
舗

等
の
非
住
宅
も
補
助
対
象
と
し
ま

し
た
。
建
築
事
業
者
は
、
市
産
材

の
活
用
に
対
し
市
か
ら
助
成
が
あ

る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
営
業
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
建
築
事
業
者
と
情
報
を
共
有

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
、
住
宅
建
築
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
下

呂
市
木
造
住
宅
協
議
会
等
と
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
産
直
住

宅
の
推
進
を
図
る
た
め
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

▲産直住宅の建築状況

　 

高
齢
者
の
能
力
が
活
か
せ

る
就
労
環
境
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
活
か

す
た
め
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の

推
進
と
、
個
々
の
特
性
に
配
慮
し

た
就
労
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
働
き
方
を
具
現
化
し
、
地
域
に

根
差
し
た
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域

活
性
化
や
医
療 

・
介
護
費
の
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
役
割
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

3
6
2
人
で
、
会
員
数
の
減
少
お

よ
び
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
会

員
の
加
入
促
進
活
動
は
、
限
ら
れ

た
体
制
の
中
で
難
し
い
現
状
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

会
員
や
就
労
現
場
へ
の
取
材
を
通

じ
て
、
業
務
内
容
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
姿
の 

「
見
え
る
化
」

を
図
る
こ
と
で
、
現
状
の
周
知
と

会
員
加
入
の
促
進
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
、
市
と
し
て
の
広
報
活

動
支
援
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問
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ゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指して
　 

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、「
共
助
」
の
機
能

が
被
害
規
模
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
中
、
各
地
区
の
防
災
体
制

に
差
異
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
て
い
く
た
め
の
方
策

は
。

　 
総
務
部
長

　
自
治
会
の
規
模
や
構
成
に
よ

り
、
防
災
体
制
に
お
け
る
役
職
者

の
関
わ
り
方
や
役
割
に
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
深
く
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
一
律
の
枠
組
み

に
統
一
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

即
し
た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
、
昨
年
度
よ
り
注
力
し
て
い
る

の
が
、
自
治
会 

・
学
校 

・
市
の
三

者
連
携
に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
で
す
。
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
確
認
で
は
な
く
、
現
場
で 

「
何

を
備
え
、
実
行
す
べ
き
か
」
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
不
足
要

素
に
主
体
的
に
気
づ
き
、
具
体
的

な
対
策
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
訓
練
を
通

じ
て
、
地
区
ご
と
に
最
適
化
さ
れ

た
防
災
力
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
実
行
委
員

会
予
算
に
お
け
る
開
催
費
用

１
億
９
５
０
０
万
円
の
財
源

内
訳
と
し
て
は
、
市
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
金
１
億
６
０

０
０
万
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
販

売
収
入
２
０
０
０
万
円
、
そ

の
他
寄
附
等
で
１
５
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

来
場
者
の
目
標
設
定
は
。

　 

総
務
部
長

　
来
場
者
の
目
標
数
は
、
企
画
の

全
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
設
定
す

る
予
定
で
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

販
売
に
つ
い
て
は
、
開
催
期
間
の

延
長
と
鑑
賞
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
約
３
倍
に

当
た
る
１
万
枚
を
目
標
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

　 

旧
湯
屋
小
学
校
の
プ
ー
ル

の
取
り
壊
し
は
決
定
し
て
い

る
が
、
校
舎
は
耐
震
補
強
を

し
て
残
す
の
か
、
ゆ
く
ゆ
く

は
解
体
す
る
の
か
、
現
段
階

の
方
針
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
旧
湯
屋
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
能
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
常
時
利
用
は
困
難
で
あ
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
ど

お
り
、
芸
術
祭
終
了
後
の
解
体
を

前
提
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

答

答
中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲菅田地区での避難所開設体験会

下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を
　 

市
内
の
住
宅
着
工
戸
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
住
宅

需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
産
直
住
宅

の
推
進
を
図
る
た
め
の
産
直

住
宅
団
体
と
の
連
携
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
市
は
、
下
呂
の
森
が
育
ん
だ
木

の
家
推
進
事
業
と
し
て
、
木
材
利

用
促
進
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た

市
内
建
築
事
業
者
に
対
し
、
新
築

の
場
合
は
、
使
用
し
た
市
産
材
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
万
円 

（
上
限
50
万
円
）、
増
改
築
の
場
合

は
、
市
産
材
購
入
費
用
の
３
分
の

１ 

（
上
限

25
万
円
）
を
補
助
し
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
建
築
主
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
店
舗

等
の
非
住
宅
も
補
助
対
象
と
し
ま

し
た
。
建
築
事
業
者
は
、
市
産
材

の
活
用
に
対
し
市
か
ら
助
成
が
あ

る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
営
業
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
建
築
事
業
者
と
情
報
を
共
有

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
、
住
宅
建
築
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
下

呂
市
木
造
住
宅
協
議
会
等
と
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
産
直
住

宅
の
推
進
を
図
る
た
め
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

▲産直住宅の建築状況

　 

高
齢
者
の
能
力
が
活
か
せ

る
就
労
環
境
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
活
か

す
た
め
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の

推
進
と
、
個
々
の
特
性
に
配
慮
し

た
就
労
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
働
き
方
を
具
現
化
し
、
地
域
に

根
差
し
た
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域

活
性
化
や
医
療 

・
介
護
費
の
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
役
割
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

3
6
2
人
で
、
会
員
数
の
減
少
お

よ
び
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
会

員
の
加
入
促
進
活
動
は
、
限
ら
れ

た
体
制
の
中
で
難
し
い
現
状
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

会
員
や
就
労
現
場
へ
の
取
材
を
通

じ
て
、
業
務
内
容
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
姿
の 

「
見
え
る
化
」

を
図
る
こ
と
で
、
現
状
の
周
知
と

会
員
加
入
の
促
進
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
、
市
と
し
て
の
広
報
活

動
支
援
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問
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ゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指してゆるぎない地域防災力の確立を目指して
　 

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、「
共
助
」
の
機
能

が
被
害
規
模
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
中
、
各
地
区
の
防
災
体
制

に
差
異
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
て
い
く
た
め
の
方
策

は
。

　 

総
務
部
長

　
自
治
会
の
規
模
や
構
成
に
よ

り
、
防
災
体
制
に
お
け
る
役
職
者

の
関
わ
り
方
や
役
割
に
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
深
く
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
一
律
の
枠
組
み

に
統
一
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

即
し
た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
、
昨
年
度
よ
り
注
力
し
て
い
る

の
が
、
自
治
会 

・
学
校 

・
市
の
三

者
連
携
に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
で
す
。
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
確
認
で
は
な
く
、
現
場
で 

「
何

を
備
え
、
実
行
す
べ
き
か
」
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
不
足
要

素
に
主
体
的
に
気
づ
き
、
具
体
的

な
対
策
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
訓
練
を
通

じ
て
、
地
区
ご
と
に
最
適
化
さ
れ

た
防
災
力
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
実
行
委
員

会
予
算
に
お
け
る
開
催
費
用

１
億
９
５
０
０
万
円
の
財
源

内
訳
と
し
て
は
、
市
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
金
１
億
６
０

０
０
万
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
販

売
収
入
２
０
０
０
万
円
、
そ

の
他
寄
附
等
で
１
５
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

来
場
者
の
目
標
設
定
は
。

　 
総
務
部
長

　
来
場
者
の
目
標
数
は
、
企
画
の

全
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
設
定
す

る
予
定
で
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

販
売
に
つ
い
て
は
、
開
催
期
間
の

延
長
と
鑑
賞
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
約
３
倍
に

当
た
る
１
万
枚
を
目
標
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

　 

旧
湯
屋
小
学
校
の
プ
ー
ル

の
取
り
壊
し
は
決
定
し
て
い

る
が
、
校
舎
は
耐
震
補
強
を

し
て
残
す
の
か
、
ゆ
く
ゆ
く

は
解
体
す
る
の
か
、
現
段
階

の
方
針
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
旧
湯
屋
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
能
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
常
時
利
用
は
困
難
で
あ
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
ど

お
り
、
芸
術
祭
終
了
後
の
解
体
を

前
提
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

答

答
中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲菅田地区での避難所開設体験会

下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を下呂市の森を活かす「産直住宅」の推進を
　 

市
内
の
住
宅
着
工
戸
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
住
宅

需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
産
直
住
宅

の
推
進
を
図
る
た
め
の
産
直

住
宅
団
体
と
の
連
携
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
市
は
、
下
呂
の
森
が
育
ん
だ
木

の
家
推
進
事
業
と
し
て
、
木
材
利

用
促
進
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た

市
内
建
築
事
業
者
に
対
し
、
新
築

の
場
合
は
、
使
用
し
た
市
産
材
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
万
円 

（
上
限
50
万
円
）、
増
改
築
の
場
合

は
、
市
産
材
購
入
費
用
の
３
分
の

１ 

（
上
限

25
万
円
）
を
補
助
し
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
建
築
主
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
店
舗

等
の
非
住
宅
も
補
助
対
象
と
し
ま

し
た
。
建
築
事
業
者
は
、
市
産
材

の
活
用
に
対
し
市
か
ら
助
成
が
あ

る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
営
業
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
建
築
事
業
者
と
情
報
を
共
有

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
、
住
宅
建
築
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
下

呂
市
木
造
住
宅
協
議
会
等
と
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
産
直
住

宅
の
推
進
を
図
る
た
め
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

▲産直住宅の建築状況

　 

高
齢
者
の
能
力
が
活
か
せ

る
就
労
環
境
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
活
か

す
た
め
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の

推
進
と
、
個
々
の
特
性
に
配
慮
し

た
就
労
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
働
き
方
を
具
現
化
し
、
地
域
に

根
差
し
た
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域

活
性
化
や
医
療 

・
介
護
費
の
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
役
割
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

3
6
2
人
で
、
会
員
数
の
減
少
お

よ
び
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
会

員
の
加
入
促
進
活
動
は
、
限
ら
れ

た
体
制
の
中
で
難
し
い
現
状
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

会
員
や
就
労
現
場
へ
の
取
材
を
通

じ
て
、
業
務
内
容
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
姿
の 

「
見
え
る
化
」

を
図
る
こ
と
で
、
現
状
の
周
知
と

会
員
加
入
の
促
進
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
、
市
と
し
て
の
広
報
活

動
支
援
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問
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ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、「
共
助
」
の
機
能

が
被
害
規
模
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
中
、
各
地
区
の
防
災
体
制

に
差
異
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
て
い
く
た
め
の
方
策

は
。

　 

総
務
部
長

　
自
治
会
の
規
模
や
構
成
に
よ

り
、
防
災
体
制
に
お
け
る
役
職
者

の
関
わ
り
方
や
役
割
に
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
深
く
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
一
律
の
枠
組
み

に
統
一
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

即
し
た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
、
昨
年
度
よ
り
注
力
し
て
い
る

の
が
、
自
治
会 

・
学
校 

・
市
の
三

者
連
携
に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
で
す
。
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
確
認
で
は
な
く
、
現
場
で 

「
何

を
備
え
、
実
行
す
べ
き
か
」
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
不
足
要

素
に
主
体
的
に
気
づ
き
、
具
体
的

な
対
策
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
訓
練
を
通

じ
て
、
地
区
ご
と
に
最
適
化
さ
れ

た
防
災
力
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信「アートディスカバリー」による地域魅力発信
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
実
行
委
員

会
予
算
に
お
け
る
開
催
費
用

１
億
９
５
０
０
万
円
の
財
源

内
訳
と
し
て
は
、
市
一
般
会

計
か
ら
の
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担
金
１
億
６
０

０
０
万
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
販

売
収
入
２
０
０
０
万
円
、
そ

の
他
寄
附
等
で
１
５
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

来
場
者
の
目
標
設
定
は
。

　 

総
務
部
長

　
来
場
者
の
目
標
数
は
、
企
画
の

全
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
設
定
す

る
予
定
で
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

販
売
に
つ
い
て
は
、
開
催
期
間
の

延
長
と
鑑
賞
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
約
３
倍
に

当
た
る
１
万
枚
を
目
標
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

　 

旧
湯
屋
小
学
校
の
プ
ー
ル

の
取
り
壊
し
は
決
定
し
て
い

る
が
、
校
舎
は
耐
震
補
強
を

し
て
残
す
の
か
、
ゆ
く
ゆ
く

は
解
体
す
る
の
か
、
現
段
階

の
方
針
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
旧
湯
屋
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
能
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
常
時
利
用
は
困
難
で
あ
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
ど

お
り
、
芸
術
祭
終
了
後
の
解
体
を

前
提
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
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中
島
ゆ
き
子
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な
か

こ

し
ま
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市
内
の
住
宅
着
工
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数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
住
宅

需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
産
直
住
宅

の
推
進
を
図
る
た
め
の
産
直

住
宅
団
体
と
の
連
携
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
市
は
、
下
呂
の
森
が
育
ん
だ
木

の
家
推
進
事
業
と
し
て
、
木
材
利

用
促
進
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た

市
内
建
築
事
業
者
に
対
し
、
新
築

の
場
合
は
、
使
用
し
た
市
産
材
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
万
円 

（
上
限
50
万
円
）、
増
改
築
の
場
合

は
、
市
産
材
購
入
費
用
の
３
分
の

１ 

（
上
限

25
万
円
）
を
補
助
し
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
建
築
主
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
店
舗

等
の
非
住
宅
も
補
助
対
象
と
し
ま

し
た
。
建
築
事
業
者
は
、
市
産
材

の
活
用
に
対
し
市
か
ら
助
成
が
あ

る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
営
業
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
建
築
事
業
者
と
情
報
を
共
有

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
、
住
宅
建
築
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
下

呂
市
木
造
住
宅
協
議
会
等
と
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
産
直
住

宅
の
推
進
を
図
る
た
め
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

▲産直住宅の建築状況

　 

高
齢
者
の
能
力
が
活
か
せ

る
就
労
環
境
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
活
か

す
た
め
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の

推
進
と
、
個
々
の
特
性
に
配
慮
し

た
就
労
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
働
き
方
を
具
現
化
し
、
地
域
に

根
差
し
た
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域

活
性
化
や
医
療 

・
介
護
費
の
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
役
割
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

3
6
2
人
で
、
会
員
数
の
減
少
お

よ
び
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
会

員
の
加
入
促
進
活
動
は
、
限
ら
れ

た
体
制
の
中
で
難
し
い
現
状
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

会
員
や
就
労
現
場
へ
の
取
材
を
通

じ
て
、
業
務
内
容
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
姿
の 

「
見
え
る
化
」

を
図
る
こ
と
で
、
現
状
の
周
知
と

会
員
加
入
の
促
進
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
、
市
と
し
て
の
広
報
活

動
支
援
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を高齢者のやりがい・健康・交流を促す環境を

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問
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全
国
の
公
立
病
院
の
多
く

が
赤
字
で
、
深
刻
な
人
材
不

足
に
直
面
し
て
い
る
状
況
を

受
け
、「
金
山
病
院
の
経
営

は
大
丈
夫
か
」「
市
の
財
政

に
悪
影
響
は
な
い
か
」
と
い

う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
金
山
病
院
の

経
営
状
態
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　 

金
山
病
院
事
務
局
長

　
令
和
６
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

5
億
6
4
5
6
万
7
0
0
0
円
を

繰
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
経
常
収

支
は
4
3
9
2
万
9
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
、
病
棟
の
一
部

削
減
に
伴
う
入
院
収
益
の
減
少
に

加
え
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を

克
服
す
る
た
め
、
病
院
運
営
の
強

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
に
新
院

長
に
就
任
し
た
安
村
医
師
は
、「
地

域
に
ひ
ら
く
」「
地
域
へ
う
ご
く
」

「
地
域
を
つ
く
る
」
を
柱
と
し
た

病
院
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る

方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
針

の
も
と
、「
間
口
は
広
く
、
敷
居

は
低
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

を
叶
え
る
た
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
伴

う
給
食
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
中
、学
校
給
食
の
質
を

確
保
、向
上
さ
せ
て
い
く
方
策

は
。ま
た
、給
食
を
通
じ
た
地

産
地
消
推
進
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
材
価
格
の
値
上
げ
が
続
く
中

で
も
、
市
と
し
て
は
給
食
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
提
供
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。
こ
の
た
め
、
仕

入
れ
の
工
夫
と
調
理
の
手
間
に
よ

る
経
費
節
減
を
行
う
と
共
に
、
で

き
る
限
り
地
元
産
の
食
材
を
使
用

し
、
安
全 

・
安
心
で
美
味
し
い
給

食
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
は
、
地
域
食
材
へ
の
愛
着

を
高
め
、
食
育
を
深
め
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
地
域
食
材
や
食
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
生
産
者
な
ど
食

事
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の

思
い
を
知
り
、
日
々
の
食
事
を
大

切
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

　 

農
林
部
長

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
児

童
生
徒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維

持
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
進
む
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を
答

答

問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た

が
、
旧
町
村
ご
と
の
地
域
づ

く
り
の
仕
組
み （
金
山
地
域

の
公
民
館
活
動
な
ど
）
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
活
動
内
容

に
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
が
地
域
格
差
や
不
公
平
感

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
統

一
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
方
向
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
金
山
地
域
で
は
、
公
民
館
長
、

同
主
事
が
配
置
さ
れ
、
夏
祭
り
や

生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
活
動
が
戦
後
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

中
核
に
公
民
館
を
置
い
た
取
り
組

み 

は
市
内
で
は
金
山
地
域
の
み

で
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
地
域

役
員
の
担
い
手
不
足
等
を
背
景

に
、
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

菅
田
、
東
地
区
で
は
、
集
落
支
援

員
を
配
置
し
、
地
域
運
営
組
織 

（
小
学
校
区
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
感

で
地
域
を
考
え
て
い
く
仕
組
み
）

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
運
営
組

織
は
、
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
地
域
課
題
の
解
決

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
後
、

市
内
に
も
広
ま
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
菅
田
、
東
地
区
で
は

公
民
館
活
動
か
ら
地
域
運
営
組
織

へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

　 

高
齢
者
の
聞
こ
え
に
対
す

る
支
援
と
し
て
の
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
創
設
と 

聴
力

検
査
の
推
進
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
難
聴
が
も
た
ら
す
認
知
症
リ
ス

ク
や
生
活
の
質
の
低
下
は
、
問
題

意
識
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低

下
は
聴
力
に
限
ら
ず
複
合
的
な
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
機
能
の
み
な

ら
ず
、
衰
え
全
体
に
対
し
公
平
な

視
点
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
有
効
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く
、

今
後
も
国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
慎
重
に
研
究 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　 

市
民
保
健
部
長

　「
岐
阜
す
こ
や
か
健
診
」
の
内

容
は
県
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お

り
、
当
市
の
判
断
で
聴
力
検
査
を

追
加
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
、
難

し
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
へ
の
取
り
組
み
自
体
が
、

加
齢
性
難
聴
の
予
防 

・
進
行
遅

延
に
直
結
す
る
と
の
医
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
予
防
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
市
民
の

早
期
の
気
づ
き
を
促
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
聞
こ
え
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
必
要

に
応
じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ
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全
国
の
公
立
病
院
の
多
く

が
赤
字
で
、
深
刻
な
人
材
不

足
に
直
面
し
て
い
る
状
況
を

受
け
、「
金
山
病
院
の
経
営

は
大
丈
夫
か
」「
市
の
財
政

に
悪
影
響
は
な
い
か
」
と
い

う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
金
山
病
院
の

経
営
状
態
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　 

金
山
病
院
事
務
局
長

　
令
和
６
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

5
億
6
4
5
6
万
7
0
0
0
円
を

繰
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
経
常
収

支
は
4
3
9
2
万
9
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
、
病
棟
の
一
部

削
減
に
伴
う
入
院
収
益
の
減
少
に

加
え
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を

克
服
す
る
た
め
、
病
院
運
営
の
強

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
に
新
院

長
に
就
任
し
た
安
村
医
師
は
、「
地

域
に
ひ
ら
く
」「
地
域
へ
う
ご
く
」

「
地
域
を
つ
く
る
」
を
柱
と
し
た

病
院
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る

方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
針

の
も
と
、「
間
口
は
広
く
、
敷
居

は
低
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

を
叶
え
る
た
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
伴

う
給
食
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
中
、学
校
給
食
の
質
を

確
保
、向
上
さ
せ
て
い
く
方
策

は
。ま
た
、給
食
を
通
じ
た
地

産
地
消
推
進
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
材
価
格
の
値
上
げ
が
続
く
中

で
も
、
市
と
し
て
は
給
食
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
提
供
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。
こ
の
た
め
、
仕

入
れ
の
工
夫
と
調
理
の
手
間
に
よ

る
経
費
節
減
を
行
う
と
共
に
、
で

き
る
限
り
地
元
産
の
食
材
を
使
用

し
、
安
全 

・
安
心
で
美
味
し
い
給

食
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
は
、
地
域
食
材
へ
の
愛
着

を
高
め
、
食
育
を
深
め
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
地
域
食
材
や
食
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
生
産
者
な
ど
食

事
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の

思
い
を
知
り
、
日
々
の
食
事
を
大

切
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

　 

農
林
部
長

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
児

童
生
徒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維

持
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
進
む
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を
答

答

問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た

が
、
旧
町
村
ご
と
の
地
域
づ

く
り
の
仕
組
み （
金
山
地
域

の
公
民
館
活
動
な
ど
）
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
活
動
内
容

に
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
が
地
域
格
差
や
不
公
平
感

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
統

一
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
方
向
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
金
山
地
域
で
は
、
公
民
館
長
、

同
主
事
が
配
置
さ
れ
、
夏
祭
り
や

生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
活
動
が
戦
後
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

中
核
に
公
民
館
を
置
い
た
取
り
組

み 

は
市
内
で
は
金
山
地
域
の
み

で
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
地
域

役
員
の
担
い
手
不
足
等
を
背
景

に
、
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

菅
田
、
東
地
区
で
は
、
集
落
支
援

員
を
配
置
し
、
地
域
運
営
組
織 

（
小
学
校
区
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
感

で
地
域
を
考
え
て
い
く
仕
組
み
）

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
運
営
組

織
は
、
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
地
域
課
題
の
解
決

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
後
、

市
内
に
も
広
ま
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
菅
田
、
東
地
区
で
は

公
民
館
活
動
か
ら
地
域
運
営
組
織

へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

　 

高
齢
者
の
聞
こ
え
に
対
す

る
支
援
と
し
て
の
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
創
設
と 

聴
力

検
査
の
推
進
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
難
聴
が
も
た
ら
す
認
知
症
リ
ス

ク
や
生
活
の
質
の
低
下
は
、
問
題

意
識
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低

下
は
聴
力
に
限
ら
ず
複
合
的
な
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
機
能
の
み
な

ら
ず
、
衰
え
全
体
に
対
し
公
平
な

視
点
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
有
効
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く
、

今
後
も
国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
慎
重
に
研
究 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　 

市
民
保
健
部
長

　「
岐
阜
す
こ
や
か
健
診
」
の
内

容
は
県
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お

り
、
当
市
の
判
断
で
聴
力
検
査
を

追
加
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
、
難

し
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
へ
の
取
り
組
み
自
体
が
、

加
齢
性
難
聴
の
予
防 

・
進
行
遅

延
に
直
結
す
る
と
の
医
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
予
防
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
市
民
の

早
期
の
気
づ
き
を
促
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
聞
こ
え
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
必
要

に
応
じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ
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全
国
の
公
立
病
院
の
多
く

が
赤
字
で
、
深
刻
な
人
材
不

足
に
直
面
し
て
い
る
状
況
を

受
け
、「
金
山
病
院
の
経
営

は
大
丈
夫
か
」「
市
の
財
政

に
悪
影
響
は
な
い
か
」
と
い

う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
金
山
病
院
の

経
営
状
態
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　 

金
山
病
院
事
務
局
長

　
令
和
６
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

5
億
6
4
5
6
万
7
0
0
0
円
を

繰
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
経
常
収

支
は
4
3
9
2
万
9
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
、
病
棟
の
一
部

削
減
に
伴
う
入
院
収
益
の
減
少
に

加
え
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を

克
服
す
る
た
め
、
病
院
運
営
の
強

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
に
新
院

長
に
就
任
し
た
安
村
医
師
は
、「
地

域
に
ひ
ら
く
」「
地
域
へ
う
ご
く
」

「
地
域
を
つ
く
る
」
を
柱
と
し
た

病
院
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る

方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
針

の
も
と
、「
間
口
は
広
く
、
敷
居

は
低
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

を
叶
え
る
た
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
伴

う
給
食
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
中
、学
校
給
食
の
質
を

確
保
、向
上
さ
せ
て
い
く
方
策

は
。ま
た
、給
食
を
通
じ
た
地

産
地
消
推
進
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
材
価
格
の
値
上
げ
が
続
く
中

で
も
、
市
と
し
て
は
給
食
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
提
供
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。
こ
の
た
め
、
仕

入
れ
の
工
夫
と
調
理
の
手
間
に
よ

る
経
費
節
減
を
行
う
と
共
に
、
で

き
る
限
り
地
元
産
の
食
材
を
使
用

し
、
安
全 

・
安
心
で
美
味
し
い
給

食
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
は
、
地
域
食
材
へ
の
愛
着

を
高
め
、
食
育
を
深
め
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
地
域
食
材
や
食
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
生
産
者
な
ど
食

事
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の

思
い
を
知
り
、
日
々
の
食
事
を
大

切
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

　 

農
林
部
長

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
児

童
生
徒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維

持
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
進
む
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を
答

答

問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た

が
、
旧
町
村
ご
と
の
地
域
づ

く
り
の
仕
組
み （
金
山
地
域

の
公
民
館
活
動
な
ど
）
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
活
動
内
容

に
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
が
地
域
格
差
や
不
公
平
感

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
統

一
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
方
向
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
金
山
地
域
で
は
、
公
民
館
長
、

同
主
事
が
配
置
さ
れ
、
夏
祭
り
や

生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
活
動
が
戦
後
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

中
核
に
公
民
館
を
置
い
た
取
り
組

み 

は
市
内
で
は
金
山
地
域
の
み

で
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
地
域

役
員
の
担
い
手
不
足
等
を
背
景

に
、
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

菅
田
、
東
地
区
で
は
、
集
落
支
援

員
を
配
置
し
、
地
域
運
営
組
織 

（
小
学
校
区
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
感

で
地
域
を
考
え
て
い
く
仕
組
み
）

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
運
営
組

織
は
、
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
地
域
課
題
の
解
決

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
後
、

市
内
に
も
広
ま
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
菅
田
、
東
地
区
で
は

公
民
館
活
動
か
ら
地
域
運
営
組
織

へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

　 

高
齢
者
の
聞
こ
え
に
対
す

る
支
援
と
し
て
の
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
創
設
と 

聴
力

検
査
の
推
進
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
難
聴
が
も
た
ら
す
認
知
症
リ
ス

ク
や
生
活
の
質
の
低
下
は
、
問
題

意
識
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低

下
は
聴
力
に
限
ら
ず
複
合
的
な
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
機
能
の
み
な

ら
ず
、
衰
え
全
体
に
対
し
公
平
な

視
点
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
有
効
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く
、

今
後
も
国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
慎
重
に
研
究 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　 

市
民
保
健
部
長

　「
岐
阜
す
こ
や
か
健
診
」
の
内

容
は
県
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お

り
、
当
市
の
判
断
で
聴
力
検
査
を

追
加
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
、
難

し
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
へ
の
取
り
組
み
自
体
が
、

加
齢
性
難
聴
の
予
防 

・
進
行
遅

延
に
直
結
す
る
と
の
医
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
予
防
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
市
民
の

早
期
の
気
づ
き
を
促
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
聞
こ
え
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
必
要

に
応
じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ
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全
国
の
公
立
病
院
の
多
く

が
赤
字
で
、
深
刻
な
人
材
不

足
に
直
面
し
て
い
る
状
況
を

受
け
、「
金
山
病
院
の
経
営

は
大
丈
夫
か
」「
市
の
財
政

に
悪
影
響
は
な
い
か
」
と
い

う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
金
山
病
院
の

経
営
状
態
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　 

金
山
病
院
事
務
局
長

　
令
和
６
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

5
億
6
4
5
6
万
7
0
0
0
円
を

繰
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
経
常
収

支
は
4
3
9
2
万
9
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
、
病
棟
の
一
部

削
減
に
伴
う
入
院
収
益
の
減
少
に

加
え
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を

克
服
す
る
た
め
、
病
院
運
営
の
強

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
に
新
院

長
に
就
任
し
た
安
村
医
師
は
、「
地

域
に
ひ
ら
く
」「
地
域
へ
う
ご
く
」

「
地
域
を
つ
く
る
」
を
柱
と
し
た

病
院
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る

方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
針

の
も
と
、「
間
口
は
広
く
、
敷
居

は
低
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

を
叶
え
る
た
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を市立金山病院の抜本的な経営再生を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
伴

う
給
食
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
中
、学
校
給
食
の
質
を

確
保
、向
上
さ
せ
て
い
く
方
策

は
。ま
た
、給
食
を
通
じ
た
地

産
地
消
推
進
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
材
価
格
の
値
上
げ
が
続
く
中

で
も
、
市
と
し
て
は
給
食
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
提
供
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。
こ
の
た
め
、
仕

入
れ
の
工
夫
と
調
理
の
手
間
に
よ

る
経
費
節
減
を
行
う
と
共
に
、
で

き
る
限
り
地
元
産
の
食
材
を
使
用

し
、
安
全 

・
安
心
で
美
味
し
い
給

食
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
は
、
地
域
食
材
へ
の
愛
着

を
高
め
、
食
育
を
深
め
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
地
域
食
材
や
食
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
生
産
者
な
ど
食

事
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の

思
い
を
知
り
、
日
々
の
食
事
を
大

切
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

　 

農
林
部
長

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
児

童
生
徒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維

持
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
進
む
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を地域の食と農業を守る「給食改革」を
答

答

問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た

が
、
旧
町
村
ご
と
の
地
域
づ

く
り
の
仕
組
み （
金
山
地
域

の
公
民
館
活
動
な
ど
）
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
活
動
内
容

に
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
が
地
域
格
差
や
不
公
平
感

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
統

一
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
方
向
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
金
山
地
域
で
は
、
公
民
館
長
、

同
主
事
が
配
置
さ
れ
、
夏
祭
り
や

生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
活
動
が
戦
後
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

中
核
に
公
民
館
を
置
い
た
取
り
組

み 

は
市
内
で
は
金
山
地
域
の
み

で
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
地
域

役
員
の
担
い
手
不
足
等
を
背
景

に
、
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

菅
田
、
東
地
区
で
は
、
集
落
支
援

員
を
配
置
し
、
地
域
運
営
組
織 

（
小
学
校
区
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
感

で
地
域
を
考
え
て
い
く
仕
組
み
）

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
運
営
組

織
は
、
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
地
域
課
題
の
解
決

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
後
、

市
内
に
も
広
ま
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
菅
田
、
東
地
区
で
は

公
民
館
活
動
か
ら
地
域
運
営
組
織

へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて地域を支える新たな仕組みの構築に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

　 

高
齢
者
の
聞
こ
え
に
対
す

る
支
援
と
し
て
の
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
創
設
と 

聴
力

検
査
の
推
進
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
難
聴
が
も
た
ら
す
認
知
症
リ
ス

ク
や
生
活
の
質
の
低
下
は
、
問
題

意
識
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低

下
は
聴
力
に
限
ら
ず
複
合
的
な
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
機
能
の
み
な

ら
ず
、
衰
え
全
体
に
対
し
公
平
な

視
点
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
有
効
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く
、

今
後
も
国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
慎
重
に
研
究 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　 

市
民
保
健
部
長

　「
岐
阜
す
こ
や
か
健
診
」
の
内

容
は
県
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お

り
、
当
市
の
判
断
で
聴
力
検
査
を

追
加
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
、
難

し
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
へ
の
取
り
組
み
自
体
が
、

加
齢
性
難
聴
の
予
防 

・
進
行
遅

延
に
直
結
す
る
と
の
医
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
予
防
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
市
民
の

早
期
の
気
づ
き
を
促
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
聞
こ
え
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
必
要

に
応
じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ高齢者の聞こえに寄り添う、優しいまちへ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
2
0
2
6

の
開
催
の
目
的
は
。

　 

総
務
部
長

　
芸
術
祭
は
、
単
な
る
集
客
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
市
民
と
芸
術
家

が
共
に
協
力
し
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
取

り
組
み
で
す
。
地
域
資
源
を
生
か

し
た
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
生
ま

れ
る 

「
一
体
感
」
や 

「
誇
り
」
が
、 

「
ま
た
３
年
後
も
や
り
た
い
」
と
い

う
次
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
芸
術
祭
を
共
に
創
り
上
げ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
が
本
物
の
ア
ー
ト
に
触

れ
る
場
も
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
生
ま
れ
る 

「
感
動
の

共
有
」
を
何
よ
り
重
視
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

を
印
象
付
け
る
た
め
、
市
内
外
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
、
来
訪
者
の

誘
客
を
図
り
ま
す
。
世
界
中
の

人
々
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
、

感
動
と
評
価
が
市
民
の
自
信
と
な

り
、
次
回
へ
の
意
欲
や
新
た
な
目

標
へ
と
つ
な
が
る「
心
の
好
循
環
」

と 

「
協
力 
・
一
体
感
」
を
生
み
出

し
て
い
き
ま
す
。
芸
術
祭
を
下
呂

市
の
未
来

を
照
ら
す 

「
希
望
の

光
」
と
な

る
よ
う
な

事
業
に
し

て
い
き
ま

す
。

答 問

　
12
月
11
日
、
市
議
会
か
ら 
「
市
政
の
課
題
に

対
す
る
提
言
書
」
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
な
政
策
提

言
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も 
「
議
会

カ
フ
ェ
」
で
の
対
話
や
委
員
会
に
よ
る
視
察

な
ど
を
通
じ
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
提
言
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
同
じ 

「
想
い
」
を
持
ち
、

市
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
長
へ
政

策
の
実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

《
提
言
書
の
項
目
》

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

●
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を

●
移
住
定
住
の
促
進
に
よ
り
街
の
活
性
化
を

●
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
築
の
早

期
実
現
を

●
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に

●
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の
確

保 

・
充
実
に
向
け
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
根
拠
に
基
づ
い
た
実
の
あ
る
防
災 

・
減
災

対
策
を
〜
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ

●
荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
よ
り
一

層
の
き
め
細
や
か
な
施
策
を

　
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
試
行
的

に
こ
れ
ま
で
の
一
括
質
問
方
式
か
ら
一
問
一

答
方
式
に
変
え
て
行
い
ま
し
た
。
質
問
時
間

の
配
分
や
質
問
席
の
設
置
、
事
前
通
告
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
試
行
期
間
中

に
検
証
す
べ
き
事
項
と
し
て
整
理
し
、
今
回

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
問
一
答
方
式
と
す
る
こ
と
で
、
や
り
と

り
が
対
話
に
近
い
形
と
な
り
、
論
点
が
明
確

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て 

「
わ

か
り
や
す
さ
」
を
大
切
に
し
、
執
行
部
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
一
般
質
問
へ

と
改
革
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
わ
か
り
や
す
い

 

一
般
質
問
を
目
指
し
て

　 

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ

て
お
り
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
が
共
に
安
心
し
て

暮
せ
る
た
め
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
認
知
症
と
向

き
合
う
た
め
の 

「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
の
活
用
状
況
は
。

　 

福
祉
部
長

　
当
市
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を 

「
も
の
忘
れ
ガ
イ
ド
」
と
い
う

名
称
で
作
成
し
、
そ
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
知

症
の
進
行
段
階
に
応
じ
た
必
要
な

医
療 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
一
覧

化
し
た
も
の
で
、
ご
本
人
と
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

「
指
針
」
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
進
行

状
況
に
応
じ
て
ど
こ
に
相
談
す
べ

き
か
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
切
れ

目
な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
末
に

は
、
早
期
対
応
を
促
進
す
る 

「
受

診
時
情
報
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
、

併
せ
た
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
を
支
援
の 

「
羅
針
盤
」
と
し
て
活
用
し
、
ご

本
人
と
ご
家
族
の 

「
ど
こ
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

認知症に寄り添うための優しい支援を認知症に寄り添うための優しい支援を認知症に寄り添うための優しい支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 「
市
中
心
地
の
プ
ー
ル
は

不
可
欠
、
持
続
可
能
な
経
営

を
」
と
の
声
が
あ
る
中
、
市

は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

令
和
９
年
度
末
で
プ
ー
ル
経

営
を
終
了
す
る
と
の
方
針
を

示
し
た
。
施
設
利
用
状
況
と
、

幅
広
い
世
代
が
利
用
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
た
プ
ー
ル

経
営
に
対
す
る
考
え
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
当
施
設
は
、
施
設 

・
設
備
共
に

老
朽
化
が
著
し
く
、
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
改
修
に
３
億
円
程

度
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
利
用
者
は
延
べ
約

２
万
８
千
人
、
会
員
は
約
4
5
0

人
、
収
支
は
運
営
コ
ス
ト
約

4
4
8
0
万
円
の
う
ち
施
設
維
持

費
が
約
1
1
2
6
万
円
、
残
り
が

人
件
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収

入
は
指
定
管
理
料
2
6
8
0
万

円
、
利
用
料
約
1
8
0
0
万
円
と

い
う
状
況
で
す
。

　 

市
長

　
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

お
気
持
ち
も
十
分
に
尊
重
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、幅
広
く
意
見

を
お
聴
き
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
を
進
め
る
中
で
、知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、規
模
縮
小
し
て
で

も
経
営
を
継
続
で
き
る
手
立
て
が

な
い
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲市民と芸術家の協働による作品づくり

市
長
へ
提
言
書
を
提
出

〜 

政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　
　
　
議
会
の
総
意
を
託
す 

〜

※提言書の本文は
　下呂市ホーム
　ページをご覧
　ください
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
2
0
2
6

の
開
催
の
目
的
は
。

　 

総
務
部
長

　
芸
術
祭
は
、
単
な
る
集
客
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
市
民
と
芸
術
家

が
共
に
協
力
し
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
取

り
組
み
で
す
。
地
域
資
源
を
生
か

し
た
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
生
ま

れ
る 

「
一
体
感
」
や 

「
誇
り
」
が
、 

「
ま
た
３
年
後
も
や
り
た
い
」
と
い

う
次
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
芸
術
祭
を
共
に
創
り
上
げ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
が
本
物
の
ア
ー
ト
に
触

れ
る
場
も
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
生
ま
れ
る 

「
感
動
の

共
有
」
を
何
よ
り
重
視
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

を
印
象
付
け
る
た
め
、
市
内
外
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
、
来
訪
者
の

誘
客
を
図
り
ま
す
。
世
界
中
の

人
々
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
、

感
動
と
評
価
が
市
民
の
自
信
と
な

り
、
次
回
へ
の
意
欲
や
新
た
な
目

標
へ
と
つ
な
が
る「
心
の
好
循
環
」

と 

「
協
力 

・
一
体
感
」
を
生
み
出

し
て
い
き
ま
す
。
芸
術
祭
を
下
呂

市
の
未
来

を
照
ら
す 

「
希
望
の

光
」
と
な

る
よ
う
な

事
業
に
し

て
い
き
ま

す
。

答 問

　
12
月
11
日
、
市
議
会
か
ら 

「
市
政
の
課
題
に

対
す
る
提
言
書
」
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
な
政
策
提

言
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も 

「
議
会

カ
フ
ェ
」
で
の
対
話
や
委
員
会
に
よ
る
視
察

な
ど
を
通
じ
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
提
言
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
同
じ 

「
想
い
」
を
持
ち
、

市
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
長
へ
政

策
の
実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

《
提
言
書
の
項
目
》

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

●
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を

●
移
住
定
住
の
促
進
に
よ
り
街
の
活
性
化
を

●
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
築
の
早

期
実
現
を

●
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に

●
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の
確

保 

・
充
実
に
向
け
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
根
拠
に
基
づ
い
た
実
の
あ
る
防
災 

・
減
災

対
策
を
〜
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ

●
荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
よ
り
一

層
の
き
め
細
や
か
な
施
策
を

　
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
試
行
的

に
こ
れ
ま
で
の
一
括
質
問
方
式
か
ら
一
問
一

答
方
式
に
変
え
て
行
い
ま
し
た
。
質
問
時
間

の
配
分
や
質
問
席
の
設
置
、
事
前
通
告
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
試
行
期
間
中

に
検
証
す
べ
き
事
項
と
し
て
整
理
し
、
今
回

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
問
一
答
方
式
と
す
る
こ
と
で
、
や
り
と

り
が
対
話
に
近
い
形
と
な
り
、
論
点
が
明
確

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て 

「
わ

か
り
や
す
さ
」
を
大
切
に
し
、
執
行
部
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
一
般
質
問
へ

と
改
革
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
わ
か
り
や
す
い

 

一
般
質
問
を
目
指
し
て

　 

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ

て
お
り
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
が
共
に
安
心
し
て

暮
せ
る
た
め
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
認
知
症
と
向

き
合
う
た
め
の 

「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
の
活
用
状
況
は
。

　 
福
祉
部
長

　
当
市
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を 

「
も
の
忘
れ
ガ
イ
ド
」
と
い
う

名
称
で
作
成
し
、
そ
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
知

症
の
進
行
段
階
に
応
じ
た
必
要
な

医
療 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
一
覧

化
し
た
も
の
で
、
ご
本
人
と
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

「
指
針
」
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
進
行

状
況
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応
じ
て
ど
こ
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べ

き
か
、
ど
の
よ
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な
準
備
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要

か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
切
れ

目
な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
末
に

は
、
早
期
対
応
を
促
進
す
る 

「
受

診
時
情
報
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
、

併
せ
た
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
を
支
援
の 

「
羅
針
盤
」
と
し
て
活
用
し
、
ご

本
人
と
ご
家
族
の 

「
ど
こ
に
行
け

ば
よ
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か
わ
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な
い
」
と
い
う

不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
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に
努
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ま
す
。
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
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議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 「
市
中
心
地
の
プ
ー
ル
は

不
可
欠
、
持
続
可
能
な
経
営

を
」
と
の
声
が
あ
る
中
、
市

は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

令
和
９
年
度
末
で
プ
ー
ル
経

営
を
終
了
す
る
と
の
方
針
を

示
し
た
。
施
設
利
用
状
況
と
、

幅
広
い
世
代
が
利
用
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
た
プ
ー
ル

経
営
に
対
す
る
考
え
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
当
施
設
は
、
施
設 

・
設
備
共
に

老
朽
化
が
著
し
く
、
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
改
修
に
３
億
円
程

度
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
利
用
者
は
延
べ
約

２
万
８
千
人
、
会
員
は
約
4
5
0

人
、
収
支
は
運
営
コ
ス
ト
約

4
4
8
0
万
円
の
う
ち
施
設
維
持

費
が
約
1
1
2
6
万
円
、
残
り
が

人
件
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収

入
は
指
定
管
理
料
2
6
8
0
万

円
、
利
用
料
約
1
8
0
0
万
円
と

い
う
状
況
で
す
。

　 

市
長

　
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

お
気
持
ち
も
十
分
に
尊
重
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、幅
広
く
意
見

を
お
聴
き
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
を
進
め
る
中
で
、知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、規
模
縮
小
し
て
で

も
経
営
を
継
続
で
き
る
手
立
て
が

な
い
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲市民と芸術家の協働による作品づくり

市
長
へ
提
言
書
を
提
出

〜 

政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　
　
　
議
会
の
総
意
を
託
す 

〜

※提言書の本文は
　下呂市ホーム
　ページをご覧
　ください
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般
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・
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弁
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ち
ら
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下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
2
0
2
6

の
開
催
の
目
的
は
。

　 

総
務
部
長

　
芸
術
祭
は
、
単
な
る
集
客
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
市
民
と
芸
術
家

が
共
に
協
力
し
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
取

り
組
み
で
す
。
地
域
資
源
を
生
か

し
た
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
生
ま

れ
る 

「
一
体
感
」
や 

「
誇
り
」
が
、 

「
ま
た
３
年
後
も
や
り
た
い
」
と
い

う
次
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
芸
術
祭
を
共
に
創
り
上
げ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
が
本
物
の
ア
ー
ト
に
触

れ
る
場
も
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
生
ま
れ
る 

「
感
動
の

共
有
」
を
何
よ
り
重
視
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

を
印
象
付
け
る
た
め
、
市
内
外
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
、
来
訪
者
の

誘
客
を
図
り
ま
す
。
世
界
中
の

人
々
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
、

感
動
と
評
価
が
市
民
の
自
信
と
な

り
、
次
回
へ
の
意
欲
や
新
た
な
目

標
へ
と
つ
な
が
る「
心
の
好
循
環
」

と 

「
協
力 

・
一
体
感
」
を
生
み
出

し
て
い
き
ま
す
。
芸
術
祭
を
下
呂

市
の
未
来

を
照
ら
す 

「
希
望
の

光
」
と
な

る
よ
う
な

事
業
に
し

て
い
き
ま

す
。

答 問

　
12
月
11
日
、
市
議
会
か
ら 

「
市
政
の
課
題
に

対
す
る
提
言
書
」
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
な
政
策
提

言
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も 

「
議
会

カ
フ
ェ
」
で
の
対
話
や
委
員
会
に
よ
る
視
察

な
ど
を
通
じ
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
提
言
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
同
じ 

「
想
い
」
を
持
ち
、

市
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
長
へ
政

策
の
実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

《
提
言
書
の
項
目
》

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

●
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を

●
移
住
定
住
の
促
進
に
よ
り
街
の
活
性
化
を

●
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
築
の
早

期
実
現
を

●
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に

●
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の
確

保 

・
充
実
に
向
け
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
根
拠
に
基
づ
い
た
実
の
あ
る
防
災 

・
減
災

対
策
を
〜
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ

●
荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
よ
り
一

層
の
き
め
細
や
か
な
施
策
を

　
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
試
行
的

に
こ
れ
ま
で
の
一
括
質
問
方
式
か
ら
一
問
一

答
方
式
に
変
え
て
行
い
ま
し
た
。
質
問
時
間

の
配
分
や
質
問
席
の
設
置
、
事
前
通
告
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
試
行
期
間
中

に
検
証
す
べ
き
事
項
と
し
て
整
理
し
、
今
回

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
問
一
答
方
式
と
す
る
こ
と
で
、
や
り
と

り
が
対
話
に
近
い
形
と
な
り
、
論
点
が
明
確

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て 

「
わ

か
り
や
す
さ
」
を
大
切
に
し
、
執
行
部
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
一
般
質
問
へ

と
改
革
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
わ
か
り
や
す
い

 

一
般
質
問
を
目
指
し
て

　 

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ

て
お
り
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
が
共
に
安
心
し
て

暮
せ
る
た
め
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
認
知
症
と
向

き
合
う
た
め
の 

「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
の
活
用
状
況
は
。

　 

福
祉
部
長

　
当
市
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を 

「
も
の
忘
れ
ガ
イ
ド
」
と
い
う

名
称
で
作
成
し
、
そ
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
知

症
の
進
行
段
階
に
応
じ
た
必
要
な

医
療 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
一
覧

化
し
た
も
の
で
、
ご
本
人
と
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

「
指
針
」
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
進
行

状
況
に
応
じ
て
ど
こ
に
相
談
す
べ

き
か
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
切
れ

目
な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
末
に

は
、
早
期
対
応
を
促
進
す
る 

「
受

診
時
情
報
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
、

併
せ
た
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
を
支
援
の 

「
羅
針
盤
」
と
し
て
活
用
し
、
ご

本
人
と
ご
家
族
の 

「
ど
こ
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

認知症に寄り添うための優しい支援を認知症に寄り添うための優しい支援を認知症に寄り添うための優しい支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 「
市
中
心
地
の
プ
ー
ル
は

不
可
欠
、
持
続
可
能
な
経
営

を
」
と
の
声
が
あ
る
中
、
市

は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

令
和
９
年
度
末
で
プ
ー
ル
経

営
を
終
了
す
る
と
の
方
針
を

示
し
た
。
施
設
利
用
状
況
と
、

幅
広
い
世
代
が
利
用
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
た
プ
ー
ル

経
営
に
対
す
る
考
え
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
当
施
設
は
、
施
設 

・
設
備
共
に

老
朽
化
が
著
し
く
、
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
改
修
に
３
億
円
程

度
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
利
用
者
は
延
べ
約

２
万
８
千
人
、
会
員
は
約
4
5
0

人
、
収
支
は
運
営
コ
ス
ト
約

4
4
8
0
万
円
の
う
ち
施
設
維
持

費
が
約
1
1
2
6
万
円
、
残
り
が

人
件
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収

入
は
指
定
管
理
料
2
6
8
0
万

円
、
利
用
料
約
1
8
0
0
万
円
と

い
う
状
況
で
す
。

　 

市
長

　
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

お
気
持
ち
も
十
分
に
尊
重
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、幅
広
く
意
見

を
お
聴
き
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
を
進
め
る
中
で
、知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、規
模
縮
小
し
て
で

も
経
営
を
継
続
で
き
る
手
立
て
が

な
い
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲市民と芸術家の協働による作品づくり

市
長
へ
提
言
書
を
提
出

〜 

政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　
　
　
議
会
の
総
意
を
託
す 

〜

※提言書の本文は
　下呂市ホーム
　ページをご覧
　ください
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて市民参加でつくる芸術祭 ― 成功と継続に向けて
　 

下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー （
芸
術
祭
）
2
0
2
6

の
開
催
の
目
的
は
。

　 

総
務
部
長

　
芸
術
祭
は
、
単
な
る
集
客
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
市
民
と
芸
術
家

が
共
に
協
力
し
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
取

り
組
み
で
す
。
地
域
資
源
を
生
か

し
た
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
生
ま

れ
る 

「
一
体
感
」
や 

「
誇
り
」
が
、 

「
ま
た
３
年
後
も
や
り
た
い
」
と
い

う
次
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
芸
術
祭
を
共
に
創
り
上
げ
る

パ
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こ
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を
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指
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、
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校
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の
連
携
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進
め
、
子
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れ
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。
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、
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が
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。
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い
う
状
況
で
す
。

　 

市
長

　
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

お
気
持
ち
も
十
分
に
尊
重
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、幅
広
く
意
見

を
お
聴
き
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
を
進
め
る
中
で
、知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、規
模
縮
小
し
て
で

も
経
営
を
継
続
で
き
る
手
立
て
が

な
い
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を市民の元気を育む「上ケ平サンビレッジ」の存続を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲市民と芸術家の協働による作品づくり

市
長
へ
提
言
書
を
提
出

〜 

政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　
　
　
議
会
の
総
意
を
託
す 

〜

※提言書の本文は
　下呂市ホーム
　ページをご覧
　ください
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　３月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

3月定例会会期日程（予定）

※変更になる場合も
　あります。

日にち
２月２５日
３月１０日
１１日
１２日
１３日
１６日
１７日
１８日
１９日
２４日

水
火
水
木
金
月
火
水
木
火

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 開始時間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　今号に掲載している 「議会カフェ」の記事はご覧
いただけましたでしょうか。
　医療や交通、若者のことなど、暮らしの中で感じ
ていることが率直に語られました。その中には、日
頃から各議員が抱いている課題感と重なるものも多
くありましたし、改めて、市民の皆さんが強い問題
意識を持っているのだと感じさせられるご意見もあり
ました。
　そうした声のいくつかは、12月定例会の一般質問
でも話題にのぼっています。
　議会は、まちの中で交わされた声と向き合いなが
ら、考え続けていく場所です。皆さんのお声をぜひ
とも議会へお聞かせください。

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年10月27日からの６日間、93名の市民の皆さまにご参加いただき、「議会カフェ」を開催しました。
「10年後の下呂市」を基本的な発想に 「医療・安心」「交通・アクセス」「魅力・コミュニティ」「若者・定住」
などの課題に対し、活発な意見交換が行われました。参加された方と共有したこの未来への展望は、下呂
市の明日を切り拓くための原動力です。託された貴重なご意見やアイデアを今後の議会活動や政策提言に
つなげていきます。

【市民と議員が語り合う「議会カフェ」を実施！】
表
紙
の
写
真

TOPICS
●議会カフェ実施レポート
●12月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●１２月定例会一般質問（内容紹介）
●よりわかりやすい一般質問を目指して・市長へ提言書を提出
●総務産業建設常任委員会 管内視察報告・３月定例会日程

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

管
内
視
察
報
告

《
南
ひ
だ
森
林
組
合
》

　
11
月
14
日
、
南
ひ
だ
森
林
組
合
を
視
察

し
、
市
内
に
お
け
る
林
業
の
現
状
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
域
の
92
％
が
森
林
で
あ
る
本
市
に
お

い
て
、
林
業
に
従
事
す
る
方
は
市
内
全
体

で
約
80
名 

（
う
ち
同
組
合
54
名
）
と
、
厳

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
、
組
合
で
は
企
業
説

明
会
や
高
校
へ
の
求
人
活
動
、
県
立
森
林

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
に
加
え
、「
採
用
後
に
林
業

専
門
学
校
で
学
べ
る
機
会
」
を
設
け
る
な

ど
、
若
者
が
挑
戦
し
や
す
い
独
自
の
雇
用

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
に
は
組
合
が
事
務
局

を
務
め
る 

「
下
呂
市
森
林
整
備
協
会
」
が

設
立
さ
れ
、個
別
の
事
業
体
だ
け
で
な
く
、

業
界
全
体
が 

「
協
働
」
し
て
森
林
整
備
や

雇
用
促
進 

・
担
い
手
育
成
に
取
り
組
む
体

制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

《
西
村
水
力
発
電
所
》

　
12
月
１
日
、
中
部
電
力
㈱
が
馬
瀬
下
山

地
区
に
て
建
設
を
進
め
る 

「
西
村
水
力
発

電
所
」
の
視
察
を
行
い
、
建
設
の
背
景
と

水
資
源
の
有
効
活
用
等
に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

　
従
来
の
発
電
施
設 

（
西
村
ダ
ム
か
ら
瀬

戸
第
二
水
力
発
電
所
へ
の
既
設
導
水
路
）

で
は
、
飛
騨
川
の
増
水
時
に
そ
の
余
剰
分

を
発
電
に
利
用
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
こ
の
余
剰
分
を
有
効
活
用
し
、
可
能

な
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
た
め
、
新

た
な
発
電
所
の
建
設
が
計
画
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
能
力
に

合
わ
せ
た
規
模
設
定
と
し
、
既
存
の 

「
配

電
線
」
で
送
電
可
能
な
電
力
量
に
合
わ
せ

た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
大
出
力

1
9
3
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト 

（
約
3
2
0
0
世

帯
の
電
力
使
用
量
に
相
当
す
る
量
）
で
あ

り
、
令
和
９
年
度
中
の
運
用
開
始
見
込
み

で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深

め
、
今
あ
る
イ
ン
フ
ラ
を
賢
く
使
う
設
計

思
想
は
、
今
後
の
公
共
事
業
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
参
考

と
な
る
先
進
事
例
で
し
た
。

瀬戸第二水力発電所の既設導水路

西村水力発電所に導水

落差30mの立坑


